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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  令和２年１１月１１日（水）午前９時５９分 開会 

               午後４時４７分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 三好 俊範 副委員長 楢村 一臣   委  員 村上 英明 

  委  員 弘 豊 委  員 森 西  正   委  員 嶋野浩一朗 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也 

教育次長兼教育総務部長 北野 人士  同部参事 野本 憲宏 

同部参事兼生涯学習課長 早 川  茂  教育政策課長 松田 紀子 

同課参事兼課長代理 坂本 真輔  学校教育課長 河平 浩一 

同課参事 武田 進介  同課参事 山根 隆寛   

教育支援課長兼教育センター所長 藤山  京 

次世代育成部長 小林 寿弘   同部参事兼子育て支援課長 石原幸一郎 

同部参事兼家庭児童相談課長 木下 伸記  こども教育課長 浅田 明典 

出産育児課長 有場  隆  上下水道部長 末永 利彦 

 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 溝 口 哲 也  同局書記 速 水 知 沙 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

  認定第２号 令和元年度摂津市水道事業会計決算認定の件 

  認定第３号 令和元年度摂津市下水道事業会計決算認定の件 
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（午前９時５９分 開会） 

○三好俊範委員長 それでは、ただいまか

ら文教上下水道常任委員会を開会いたし

ます。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 先日、本会議が終わったばかりでござい

ますけれども、本日は引き続いて文教上下

水道常任委員会をお持ちいただきまして

大変ありがとうございます。 

 最初に、このたび議会の役員改選がござ

いましたが、正副委員長をはじめ各委員に

はまた１年間、何かとご苦労をおかけいた

しますが、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 さて、本日は令和元年度の決算について、

当委員会所管分についてご審査を賜りま

すけれども、何とぞ慎重審査の上ご認定い

ただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。一旦退席させていただきます。 

○三好俊範委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は楢村委員

を指名いたします。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三好俊範委員長 異議なしと認め、その

ように決定いたします。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○三好俊範委員長 では再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 北野教育次長。 

○北野教育次長 それでは、認定第１号、

令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決算

のうち、教育総務部が所管しております事

項につきまして、目を追って、その主なも

のについて補足説明をさせていただきま

す。 

 まず、歳入でございます。 

 ３６ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目６教育使用料は、学校体育

施設開放使用料及び公民館使用料などで

ございます。 

 ４４ページ、款１５国庫支出金、項２国

庫補助金、目６教育費国庫補助金は、理科

教育等設備整備費補助金及び魅力ある学

校づくり事業補助金などでございます。 

 ５２ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目８教育費府補助金は、スクールソ

ーシャルワーカー配置事業補助金及びス

クールガード・リーダー配置事業補助金な

どでございます。 

 ５４ページ、項３委託金、目３教育費委

託金は、カリキュラム・マネジメント調査

研究事業費委託金でございます。 

 款１８寄附金、項１寄附金、目１寄附金

は、教育に対する指定寄附金でございます。 

 ６５ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、小・中学校給食費負担金、日

本スポーツ振興センター掛金及びチャレ

ンジャークラブ参加負担金などでござい

ます。 

 次に、歳出でございます。 

 １３２ページ、款３民生費、項２児童福

祉費、目３児童福祉施設費は、市立保育所

の管理運営経費で、保育所給食に係る賄い

材料費及び維持管理に係る修繕料などで

ございます。 

 １８４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費でございます。 
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 目２事務局費は、教育委員会事務局の運

営全般に係る経費で、こども安全巡視員賃

金及び校務補助嘱託員の賃金や、通学路の

安全対策のための交通専従員業務委託料

及び小学校、幼稚園の受付委託料などでご

ざいます。 

 １８８ページ、目３教育センター費は、

教育センターの施設維持管理などに係る

修繕料や管理運営に係る経費で、心理相談

員及び教育支援嘱託員の賃金などでござ

います。 

 １９０ページ、目４教育指導費は、小学

１年生等学級補助員配置事業及び学校読

書活動推進事業に係る賃金や、小・中学校

での英語教育推進に係る英語指導助手派

遣委託料及び摂津ＳＵＮＳＵＮ塾開催に

係る学習指導委託料などでございます。 

 １９２ページ、目５人権教育指導費は、 

教育研究会負担金などでございます。 

 項２小学校費、目１学校管理費は、小学

校１０校の施設維持管理などに係る修繕

料や光熱水費などでございます。 

 １９６ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 目３保健衛生費は、学校医等に対する報

酬や、児童、教職員に対する各種健康診断

委託料及び学校管理課における児童の負

傷等に対応するための、日本スポーツ振興

センター負担金などでございます。 

 １９８ページ、目４学校給食費は、小学

校給食に係る賄い材料費及び給食調理業

務に係る小学校給食調理業務等委託料な

どでございます。 

 目５支援学級費は、小学校における支援

学級の運営に係る経費でございます。 

 項３中学校費、目１学校管理費は、中学

校５校の施設維持管理などに係る修繕料

や光熱水費などでございます。 

 ２０２ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費などでございます。 

 目３保健衛生費は、学校医等に対する報

酬や生徒、教職員に対する各種健康診断委

託料及び日本スポーツ振興センター負担

金などでございます。 

 ２０４ページ、目４学校給食費は、中学

校給食に係る賄い材料費及び給食調理業

務に係る中学校給食調理業務等委託料な

どでございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級の

運営に係る経費でございます。 

 項４幼稚園費、目１幼稚園管理費は、幼

稚園３園の施設維持管理などに係る修繕

料などでございます。 

 ２０８ページ、項５社会教育費、目１社

会教育総務費は、摂津市史編さん事業に係

る嘱託員報酬や、学校体育施設開放事業委

託料など、社会教育事務に係る経費でござ

います。 

 ２１０ページ、目２青少年対策費は、学

童保育施設維持管理に係る修繕料及びこ

どもフェスティバルに係る経費などでご

ざいます。 

 ２１２ページ、目３公民教育費は、せっ

つ生涯学習大学事業や生涯学習フェステ

ィバル開催事業に係る経費などでござい

ます。 

 目４公民館費は、公民館の施設維持管理

などに係る公民館管理委託料や、公民館嘱

託員賃金などでございます。 

 ２１４ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護に係る経費でございます。 

 ２１６ページ、項６図書館費、目１図書

館総務費は、摂津市民図書館等協議会に係

る経費でございます。 

 目２図書館管理費は、市民図書館及び鳥

飼図書センターの管理運営に係る経費で
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ございます。 

 以上、教育総務部の所管いたします令和

元年度一般会計歳入歳出決算内容の補足

説明とさせていただきます。 

○三好俊範委員長 続きまして、小林次世

代育成部長。 

○小林次世代育成部長 認定第１号、令和

元年度摂津市一般会計歳入歳出決算のう

ち、次世代育成部が所管しております事項

につきまして、目を追って、その主なもの

について補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、決算書３２

ページをお開きください。 

 款１３分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金は、市立保育所・私立保

育園保育料通所給付費負担金などでござ

います。 

 ３４ページ、款１４使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、子育て総

合支援センター遊戯室使用料などでござ

います。 

 ３６ページ、目６教育使用料は、市立幼

稚園保育料、学童保育室保育料でございま

す。 

 ４０ページ、項１５国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金は、私立

保育園等の運営に対する教育・保育給付費

負担金、通所支援等負担金、児童手当負担

金、児童扶養手当負担金などでございます。 

 目２衛生費国庫負担金は、未熟児に対す

る養育医療費負担金でございます。 

 目３教育費国庫負担金は、幼児教育・保

育無償化に係る施設等利用給付費負担金

でございます。 

 ４２ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金は、児童虐待・ＤＶ対策等総

合支援事業費補助金、延長保育事業や一時

預かり事業などに対する子ども・子育て支

援交付金、保育士宿舎借上事業などに対す

る保育対策総合支援事業費補助金、保育所

等整備交付金などでございます。 

 目３衛生費国庫補助金は、母子保健情報

の管理システム改修に係る母子保健総合

支援補助金でございます。 

 ４４ページ、目６教育費国庫補助金は、

幼稚園就園奨励費補助金などでございま

す。 

 目７災害復旧費国庫補助金は、平成３０

年度における大阪北部地震及び台風２１

号で被災した公立保育所の修繕に対する

補助金でございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金は、私立保育園

等の運営に対する教育・保育給付費負担金、

通所支援等負担金、児童手当負担金などで

ございます。 

 目２衛生費府負担金は、未熟児に対する

養育医療費負担金でございます。 

  ４８ページから５０ページ、項２府補

助金、目２民生費府補助金は、子ども・子

育て支援交付金、大阪府新子育て支援交付

金、子ども及びひとり親家庭に対する医療

費補助金などでございます。 

 ５２ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進事業費補助金でございます。 

 ５４ページ、款１７財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入は、私立認定

こども園への建物貸付収入でございます。 

 ５６ページ、款１８寄附金、項１寄附金、

目１寄附金は、子育て支援のための指定寄

附金でございます。 

 款２０諸収入、項３貸付金元利収入、目

１奨学資金貸付金元金収入は、奨学資金貸

付金の償還金でございます。 

 ６２ページから６６ページ、項４雑入、
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目２雑入は、各種予防接種負担金、市立保

育所に係る職員等給食費負担金、児童主食

費負担金、市立幼稚園給食費負担金などで

ございます。 

 続きまして、歳出でございますが、まず

民生費についてご説明いたします。 

 １２６ページから１３０ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費は、市立児童センター及び市立児童発達

支援センターの運営委託料、児童福祉施設

整備費補助金、私立保育園等の運営に対す

る補助金、教育・保育給付費負担金、つど

いの広場に対する地域子育て支援拠点事

業補助金、児童発達支援事業等に係る通所

給付費などでございます。 

 同ページから１３２ページ、目２児童措

置費は、児童手当及び児童扶養手当の扶助

費などでございます。 

 同ページから１３４ページ、目３児童福

祉施設費は、市立保育所の施設管理運営に

係る経費、子育て総合支援センター遊戯室

開放委託料、私立保育園等への障害児保育

補助金などでございます。 

 目４ひとり親家庭福祉費は、ひとり親家

庭の自立支援に係る経費などでございま

す。 

 １３６ページ、目５子ども医療助成費は、

子どもの医療費助成に係る経費でござい

ます。 

 目６ひとり親家庭医療助成費は、ひとり

親家庭に対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 続きまして、衛生費についてご説明いた

します。 

 １３８ページ、款４衛生費、項１保健衛

生費、目１保健衛生総務費は、予防接種記

録のシステム入力などを行う臨時的任用

職員の賃金などでございます。 

 １４０ページから１４２ページ、目２予

防費は、乳幼児に係る予防接種や健診に係

る委託料、妊婦健診手数料などでございま

す。 

 続きまして、教育費についてご説明いた

します。 

 １８６ページから１８８ページ、款９教

育費、項１教育総務費、目２事務局費は、

私立高等学校等学習支援金などでござい

ます。 

 １９６ページ、項２小学校費、目２教育

振興費及び２０２ページ、項３中学校費、

目２教育振興費は、要保護及び準要保護の

児童生徒に対する扶助費などでございま

す。 

 ２０６ページから２０８ページ、項４幼

稚園費、目１幼稚園管理費は、市立幼稚園

及び、べふこども園の施設管理運営に係る

経費でございます。 

 目２教育振興費は、私立幼稚園園児の保

護者に対する就園奨励費補助金及び園児

保護者補助金、幼児教育・保育無償化に係

る保護者への負担金でございます。 

 ２１０ページから２１２ページ、項５社

会教育費、目２青少年対策費は、学童保育

室及びわくわく広場の運営に係る経費な

どでございます。 

 以上、次世代育成部が所管しております

令和元年度一般会計歳入歳出決算内容の

補足説明とさせていただきます。 

○三好俊範委員長 説明が終わり質疑に

入ります。 

 村上委員。 

○村上英明委員 おはようございます。 

 文教上下水道常任委員会という委員会

名ということでありますけれども、当時の

文教常任委員会であった時も含めて、私は

この委員にならせていただいて２年目と
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いうことでございますので、またよろしく

お願いしたいと思います。 

 そういう中で、全般的には主に決算書の

中で行きたいと思います。全ての項目で２

１項目ほどで、そう多くはないけれども質

問等々させていただきたいなと思ってい

ますので、よろしくお願いいたします。 

 まず１点目、歳入の部分でございます。 

 ３２ページのところで款１３、項１、目

１で民生費負担金という中で、節２児童福

祉費負担金があります。その中で不納欠損

についてお尋ねしたいなと思いますが、こ

れは令和元年度につきましては６９６万

６，５８３円ということで、これは令和元

年度は約３１７万円ほどだったんです。と

いうことで倍以上にふえているというこ

とでございますが、その中で３点ほどお尋

ねしたいなと思います。 

 一つはこの不納欠損を行うに当たって

の根拠規定です。そしてこの不納欠損の内

容と、あとこの不納欠損に当たっては、や

はりゼロ円というのが一番財政上ではい

いのかなという思いもあるのですが、やは

りこの現場の中ではなかなか難しいとい

う面もありますけれども、この中で不納欠

損を極力金額を下げていくという努力と

いいますか、どういう動きをされたのかと

いうことでこの３点をまず初めにお尋ね

したいなと思います。 

 次に２点目でございます。同じところな

んですが３２ページのところで、先ほどの

不納欠損の右の数字でございますが、この

収入未済額が計上されております。 

 それでこれは平成３０年度と比較いた

しましては、約９３０万円ほど減というこ

とでありますが、またこの２，３８４万円

という金額が計上されている。これは単年

度の収入ができていなかった部分なんだ

ろうなと思いますけれども、なぜこうなっ

たのかという理由と、あと対応内容、この

２点をまず初めにお尋ねしたいなと思い

ます。これが２番目でございます。 

 次は３番目でございますが、３６ページ

のところで、これも収入済額等々もあるん

ですけれども、節６の学童保育室保育料が

計上されております。 

 これは平成３０年度もそうなんですけ

れども、令和元年度におきましても、予算

現額よりも調定額が高くなっております。

それぞれで補正等々もあったかもしれな

いですけれども、昨年度と比較いたしまし

て、約２７８万円ほどが増額となっており

ますが、この増額となった理由をまずお尋

ねしたいなと思います。 

 次の４番目でございます。ページ４２で

ございますが、この中で節２児童福祉費補

助金の中で、児童虐待・ＤＶ対策等総合支

援事業費補助金というのが計上されてお

ります。 

 この収入済額といたしましては、国から

の部分なんですが、２分の１補助というこ

とになっているかと思いますけれども、こ

の補助金を使ってどのような児童虐待、ま

たＤＶ対策等の支援事業をされたのかと

いうことでお尋ねしたいなと思います。 

 次は５番目でございます。歳入でござい

ますが、５４ページでございまして、先ほ

ども概略説明の中でも触れられておられ

ましたけれども、指定寄附金が計上されて

いるということで、教育政策課といたしま

しては４，１４０円、そしてこども教育課

といたしましては１００万円ということ

で、これは寄附を頂いたということで計上

されておりますけれども、この寄附金を使

ってどういう事業をされたのかというこ

とをお尋ねさせていただきます。 
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 次に、６番目でございますが、この歳入

で６４ページでございます。 

 節１雑入の中で、ランドセル売却料とい

うのが計上されております。５，１３０円

ということでございますけれども、これは

どういう内容でこの売却ということにな

ったのかということでお尋ねしたいと思

います。 

 次に、７番目でございます。これから歳

出でございますが、１３０ページに飛びま

す。 

 この中で、款３民生費で項２、目１、節

１９負担金、補助及び交付金という中で、

保育士確保支援補助金というのが計上さ

れております。 

 執行額が１，３３４万９，０００円で、

これは保育士確保をするための支援補助

金だということで個人的には理解できる

のですが、この補助に対して保育士がどれ

だけ確保できたのかなということと、この

補助金を使った中での、この令和元年度の

認識です。この二つをお尋ねしたいなと思

います。 

 それから８番目でございます。１３２ペ

ージのところでございますが、節７賃金、

そして一般非常勤職員等賃金というのが

ありまして、それでこの不用額が５，００

０万円を超えていたと思いますが、これが

予算現額に対して３２％を占めていると

いうことでございますが、この不用額とな

った理由についてお尋ねしたいと思いま

す。 

 次に、９番目でございます。１３４ペー

ジのところでございますが、節１９で、こ

れも負担金、補助金及び交付金の中の障害

児保育補助金というのが計上されており

ます。 

 これは民間保育園等々で支援が必要な

子どもを受け入れる場合の人件費という

ことだと思いますけれども、執行額が約１

億円を超えているということでございま

すが、この支援が必要な子どもの人数と、

何人分の人件費であったのかということ

と、それともう一つ、不用額が２，０００

万円ほど計上されていると思いますが、そ

の理由について、この二つをお尋ねしたい

なと思います。 

 続きまして、１０番目でございます。１

３４ページのところで、節２０扶助費の中

で、ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金

というのが計上されております。 

 これはひとり親家庭の保護者の就労支

援ということで、専門資格を取得したりと

いう形の支援金だと思いますが、執行額が

１９０万円ということであったと思いま

す。 

 これは平成３０年度の決算と比較する

と約半額程度になっているということで

ありますが、この内容と、この執行額に対

しての認識の二つをお尋ねしたいなと思

います。 

 それから次に、１１番目、１８８ページ

でございます。 

 款９教育費で項１、目２、節１９負担金、

補助金及び交付金という中で、教育長の協

議会が四つ計上されていると思いますけ

れども、この協議会の中でそれぞれですが、

令和元年度で協議した内容をそれぞれお

尋ねしたいなと思います。 

 次に、１２番目でございます。１９０ペ

ージのところでございますが、節１３委託

料という中で、ハートアクティビティ委託

料というのが計上されております。 

 これは初任者研修のスキル向上という

ことで、様々な研修を体験型という形で受

けておられるのかなと思うのですが、この
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委託料が１５万円ほどだったと思います

けれども、この研修でどのような方が研修

を受けられたのかということと、あとはそ

の研修の内容、この二つをお尋ねしたいな

と思います。 

 次に、１３番目、１９２ページでござい

ます。 

 節１３委託料で、学力定着度調査委託料

というのが計上されております。 

 これは執行額が４４８万３，４４６円だ

ったと思いますけれども、これは学力の到

達度調査でテストということと、あとこの

学習の状況調査、アンケートを合わせたも

のだと認識しているわけでございますが、

その調査をした結果どういうことが分か

ってきたのかということについてお尋ね

したいなと思います。 

 次に、１４番目、１９６ページでござい

ます。 

 節２０扶助費で、支援学級児童に対する

扶助費ということで、扶助費の不用額が、

１，９８７万９，７８４円ということで計

上されておりまして、これは予算現額費と

いたしましても約３１％となっていると

いうことでございます。 

 ということで、この対象者の数と、この

扶助費となるような形の支援学級の児童

の数はどういう傾向にあるのかというこ

とで、この二つをお尋ねしたいなと思いま

す。 

 次に、１５番目でございますが、２０２

ページのところで節１８備品購入費、図書

購入費というのが計上されております。 

 この令和元年度の蔵書数をお尋ねした

いと思うんですけれども、今この社会状況

の中でデジタル化が進み、スマホやパソコ

ン等々を使ってという時代の流れではあ

るんですけれども、やはりこの本と親しむ、

本を目に通すというのですか、触れるとい

うか、そういうことが本当に人間形成とい

う部分でも大切なことだろうなと思いま

す。 

 この蔵書数の達成率ということについ

ても学級数が計算に入ってくるのかなと

思うので、その学級数によって、この達成

率というのも変動があるのかなと思いま

すが、その中で小学校にちょっと目を向け

ると、達成率の高い鳥飼東小学校が１４

４％になっている。それで逆に低いところ

は鳥飼小学校で８７％だったと思います。 

 そして中学校でいけば高いところは第

五中学校で１０８％、低いところで第一中

学校の８１％ということであります。 

 先ほど申し上げたように、クラス数が計

算に入ってくるのだろうなと思うんです

が、この令和元年度の冊数に対しての認識

をお尋ねしたいなと思います。 

 それから１６番目でございますが、２０

２ページでございます。 

 節１３委託料という中で、教職員健康管

理委託料が計上されております。 

 執行額が１万９，０４１円ということで

ございますが、これも教員とか教職員の

方々のストレスのチェックであるとか、ま

たそれに対して面接指導等々があると思

いますけれども、この対象者の数と、また

期間もそうなんですが、このチェック内容、

そしてこれがちょっと勉強も含めてなん

ですが、市単費の負担ということであるの

か、その確認も含めてお尋ねしたいなと思

います。 

 １７番目、２０４ページのところでござ

います。 

 節１３委託料、中学校給食調理業務委託

料が計上されております。これは執行額が

１，６１８万４，７１０円ということであ
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ったかと思います。 

 これに関連してですが、予約システムに

つきましても約１，１００万円を使ってこ

の中学校の給食調理業務等々を行ってい

るということでございますが、この調理業

務委託料の執行額１，６１８万４，７１０

円に対しての、この投資対効果をどう見て

おられるのか、この認識をまず１回目にお

尋ねしたいなと思います。 

 それで次が、同じページで２０４ページ

のところなんですが、先ほどの給食と関連

して、学校給食調査委託料ということで、

執行額が２９８万１，０００円が計上され

ていると思いますが、これの調査の内容と、

調査結果をどう見ておられるのかという

ことで、この二つをお尋ねしたいなと思い

ます。 

 次に、１９番目、２１０ページでござい

ます。 

 節１報酬、青少年指導員報酬ということ

で、執行額が１１２万１５５円計上されて

いると思いますけれども、この青少年指導

員もですが、本当に人数の確保等々もご苦

労されながら、また校区の中でも様々な警

備であるとか、地域の体育祭や行事で本当

にご苦労いただいているところも、私個人

としても認識しているような状況でもご

ざいますけれども、今の市全体を見てどう

いう活動をされておられるのかという活

動内容です。それと報酬の支払方法と、あ

と校区への活動補助金があると思います

けれども、それをどういう形で校区の中で

の活動にこの補助金を使っておられるの

か、この３点をまずはお尋ねしたいなと思

います。 

 それで２０番目でございます。２１２ペ

ージのところで節１３委託料、こどもフェ

スティバル運営等委託料というのがあり

ます。 

 これは平成３０年度は雨でたしか中止

だったという記憶があるんですけれども、

大体毎年本当に参加人数も、延べでござい

ますが、約１万２，０００人とか３，００

０人とかいう形で、本当に多くの方が来場

されているような行事でございますし、ま

た事務報告でもありましたけれども、４６

の協力団体等々が、本当にご協力いただき

ながら、舞台発表であるとか、また体験コ

ーナーであるとか、また焼きそば等々の模

擬店であるとか様々なことで、本当に多く

の子どもが喜んでおられる行事なのでは

ないのかなと思いますが、その中で、この

こどもフェスティバル運営等委託料とい

う、この執行額の中でどういう委託内容で

あったのかということで、まずお尋ねした

いなと思います。 

 最後でございます。２１番目でございま

すが、２１２ページのところでございます。 

 節１３委託料という中で、放課後子ども

教室運営委託料ということで、いわゆるわ

くわく広場ということで、執行額が２１５

万６，１８６円計上されておると思います。 

 これも地域住民の方々の、本当に協力を

得ながらされていると思いますし、毎週さ

れているので、来週は何をしようか、その

次は何をしようかというような形で、様々

な形でご苦労いただいている部分もある

かと思いますが、その中で、この開催回数

とか、あと参加人数で３校がこの平成３０

年度よりもふえているということであり

ました。 

 その中で、その３校がふえた理由です。

どういう理由があって、この開催回数とか

がふえてきたのかなということでお尋ね

したいなと思いますし、それでもう一つは

講師の数と、あとどういう内容で行ってお
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られるのか。例えばこういうことをやって

いますということであればちょっとお示

しいただきたいなと思います。 

 以上で１回目とさせていただきます。 

○三好俊範委員長 それでは答弁を求め

ます。 

 質問番号を言っていただくようにお願

いいたします。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に関わりますご質問にお答えいた

します。 

 まず、ご質問の一つ目です。児童福祉費

負担金で、不納欠損についてでございます。 

 これは金額の全てが保育所の保育料と

いうことでございます。それで保育所の保

育料なんですけれども、保護者の課税状況

によって金額を決定するということで、応

能負担という形を取らせていただいてお

ります。 

 平成元年度末で消滅時効となります５

年が経過するものを計上させていただい

ております。 

 消滅時効が５年という根拠ということ

なんですけれども、地方自治法第２３６条

第１項に基づくものでございます。 

 不納欠損の内容でございますけれども、

世帯数で３２世帯、件数が４１８件で金額

のほうが６９６万６，５８３円ということ

でございます。 

 欠損しないための取り組みでございま

すけれども、口座振替の勧奨を行って、ま

ずは滞納とならないよう取り組んでおり

ます。 

 滞納となった方に対しましては督促状、

それから催告書の発送のほか、コールセン

ターによる電話催告、それから年に数回、

夜間徴収も行っております。 

 また同意をいただいた方に対しまして

は、児童手当からの充当も行っているとい

う状況でございます。 

 次に、ご質問の二つ目で、同じ科目で収

入未済額についてでございます。 

 この金額のほとんどを保育料が占めて

おります。 

 平成３０年度から減っている理由でご

ざいますけれども、昨年１０月から幼児教

育・保育の無償化が開始されております。

その影響で調定額が減って収入未済額も

減ったというところでございます。 

 収納率といたしましては、現年分で平成

３０年度が９８．５％、令和元年度が９８．

８％と少し上昇しているというのも、未済

額が減っていることに寄与していると考

えております。 

 次に、ご質問の５番目です。指定寄附金

のこども教育課に係る部分でございます。 

 こちらは市内の事業者であります三島

鐵工株式会社から子育て支援に活用して

ほしいということで寄附を頂いたもので

ございます。 

 こちらのほうは保育所、幼稚園、こども

園の管理運営事業に充当させていただい

ているところでございます。 

 次に、ご質問の七つ目です。保育士確保

支援補助金についてでございます。 

 こちらの内容につきましては、平成２７

年度から実施しております宿舎借上支援

事業、それから令和元年度から実施しまし

た保育士の就職支援補助金、こちらの二つ

が含まれるものでございます。 

 令和元年度の実績といたしましては、宿

舎借上支援事業のほうが対象者が２８名、

就職支援補助金の対象者が５５名となっ

ております。 

 宿舎借上支援事業の対象者ですが、補助
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金を活用して市内の保育所等で勤務され

ている方がふえてきておりまして、一定の

効果があると認識しております。 

 就職支援補助金につきましては、府内で

まだ実施している市町村も少なく、三島地

域では本市のみとなっております。 

 なかなかその効果というのは、はかりに

くいものはございますけれども、民間の保

育園等からは採用活動時に摂津市の保育

所で働くという、インセンティブになると

いうことで、評価はいただいているところ

でございます。 

 次に、ご質問の８番目です。一般職非常

勤職員等賃金についてでございます。 

 執行率がこちらのほうは低いというこ

とでございますけれども、こちらは公立保

育所で非常勤の保育士等の賃金というこ

とで計上させていただいておるものでご

ざいます。 

 それで保育士不足というのは、公立の施

設でも同じような状況でございまして、非

常に雇っていくことが困難な状況が続い

ております。 

 こうしたことから、保育所管理運営事業、

決算書で言いますと１３４ページのとこ

ろですけれども、保育士派遣委託料という

のを計上させていただいております。 

 こちらのほうは年度途中から人材派遣

会社に保育士の派遣をお願いしまして、保

育士の確保に努めているというところで

ございます。 

 次にご質問の９番目でございますけれ

ども、障害児補助金についてでございます。 

 障害児補助金については、先ほど委員か

らおっしゃっていただきましたように、保

育所等で特に支援が必要な子どもに対し

て保育士を配置することで、支援が必要な

子どもの発達を促して、園の円滑な保育の

推進に寄与していただくというものでご

ざいます。 

 それで対象の人数ですけれども、子ども

一人に対して保育士が一人ついたり、子ど

も二人に対して保育士が一人ついたりと、

状況は様々でございますけれども、子ども

の人数が５７名で、職員の数も同じく５７

名となっております。 

 不用額につきましては、障害児保育の申

込みの人数で予算を確保していたんです

けれども、子ども二人に対して保育士が１

名の配置になったりとか、最終的に障害児

保育に至らなかったケースもございまし

て、その分が不用額として上がっておると

いうところでございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず３番の学

童保育室の保育料についてでございます。 

 この増加理由としましては、平成３０年

度当初の入室児童数が７５５名と、令和元

年度の入室児童数が７９９名と４４名ふ

えておりますので、主な理由としては入室

児童数の増加というところになります。 

 それと続きまして、１０番目のひとり親

家庭高等職業訓練促進給付金についてで

ございます。 

 こちらのほうにつきましては、経済的な

自立に効果的な資格を取得することを支

援するというもので、養成機関で就学する

場合に生活費の負担軽減のために支給し

ているものでございます。 

 今回は決算のほうで支出額が減ってい

ることにつきましては、平成３０年度のと

きには対象者が３名ございまして、３６か

月分の支給をしております。 

 令和元年度につきましては、二人で１９

か月分の支給をしておりまして、１か月当
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たりの金額としましては、非課税世帯が１

０万円、課税世帯が７万５００円となって

いるところで、その差が出ているところで

ございます。 

 それとこちらのほうの給付の件数とし

ましては、大体この２件から５件というの

がここ数年続いておるところでございま

す。 

 窓口でいろいろと対応している中では、

やはりこの資格を取るにはなかなか期間

が長いというところで、生活等とこの仕事

のバランスといいますか、個人の負担とい

うのも結構あるということも聞いており

まして、なかなかこの制度を利用してとい

うことが少ないということも聞いており

ますし、資格取得をしてまで就業に就く方、

就かれない方もおられるということで、こ

ういう状況になっているのかなと思って

おりますけれども、できるだけうちのほう

もこういう制度があるということで、現況

届のときにこういう制度があるとか、いろ

いろ周知に努めて、この制度をぜひ活用し

ていただいて就業につなげていただけれ

ばと考えているところでございます。 

 次に、１４番目の支援学級児童に対する

扶助費というところでございます。 

 こちらにつきましては、支援学級児童数

につきましては人数の傾向なんですけれ

ども、平成２０年度は小学校なんですけれ

ども大体１００名以下でございました。平

成２５年度に入りまして２００人を超え

まして、平成３０年度では３００人を超え

ているというところで、増加傾向にあると

いうことを感じております。 

 それに対しましてですが、この扶助費の

対象者もふえておりまして、平成２９年度

には１０３人、平成３０年度では１３１名、

令和元年度では１４４名と増加傾向にあ

るものでございます。 

 今回、不用額が多くなっている理由とし

ましては、この支援学級の児童数が増加し

ていることに伴いまして、扶助費も伸びて

きているというところで、補正予算をさせ

ていただきまして、そのときの扶助費の対

象となる見込みとして、そのときの直近の

支援学級児童数で見込んで補正予算の計

上をしていきましたけれども、決算時には

そこまで伸びなかったというところでこ

の不用額が出ているところでございます。 

 それと最後に２１番ですけれども、放課

後子ども教室運営委託料でございます。 

 まず回数、人数で３校がふえている理由

ですけれども、こちらのほうは平成３０年

度に台風がございまして、この事業につき

ましては主に体育館でやっているんです

けれども、台風の影響で体育館の修繕が必

要になったところが２校ございます。 

 もう１校につきましては定期的な修繕

というところで、平成３０年度が回数、人

数が減っていて、令和元年度につきまして

は通常に戻っているというところで、こう

いう形になっているところでございます。 

 指導員につきましては、大体１００名前

後の登録数がございます。そのうち広場で

活躍していただいている方が各校で４名

から８名という状況でございます。 

 あと行っている内容としましては、体育

館で行うこともありますので、ボール遊び

でドッジボールでありますとかバスケッ

ト、またバドミントンでありましたり縄跳

び、それと折り紙とか紙工作、そのような

ことも行っているところでございます。 

○三好俊範委員長 木下部参事。 

○木下次世代育成部参事 それでは、質問

番号の４番、決算書の４２ページにでござ

います国庫補助金の児童虐待・ＤＶ対策等
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総合支援事業費補助金の市としての事業

内容についてお答えいたします。 

 この補助金の歳入額１，０９２万５，０

００円のうち、児童虐待に係る額は７５５

万６，０００円、残りの金額でございます

３３６万９，０００円がＤＶに係る額とな

っております。 

 このうち児童虐待に係る補助金につき

ましては、家庭児童相談課で任用しており

ました専門職の社会福祉士２名と、それか

ら心理士２名の非常勤職員の賃金として

活用しておりますのと、それと児童虐待の

困難事例が発生したときに、学識経験者な

ど外部の専門家にお越しいただき、スーパ

ーバイズを受けた時の謝金、これを活用さ

せてもらっているところでございます。 

 なお、ＤＶに係る補助金につきましては、

市長公室におきましてＤＶ相談等を行う

非常勤職員の賃金等に活用されていると

いう状況でございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 松田課長。 

○松田教育政策課長 教育政策課に関わ

ります７点の質問のうち、４点についてご

答弁申し上げます。 

 １点目、質問番号５番、寄附金について

でございます。 

 この寄附金につきましては、寄附を頂い

た方から、できれば学校で子どもたちの図

書等に使っていただけたらとおっしゃっ

ていただきましたので、小学校管理運営事

業にて使わせていただいております。 

 次に、質問番号６、ランドセル売却料に

ついてでございます。 

 摂津市では毎年、新小学１年生になるお

子さんにランドセルを配付しております。 

 こちらにつきましては一人１回の配付

でございますが、昨年度は既にお持ちの方、

その保護者からご連絡がございまして、破

損したんだけれども同じランドセルが欲

しいということで、購入のご相談がござい

ました。 

 ご事情を聞く中で、お譲りをしたその金

額でございます。 

 ３点目の教育長協議会のそれぞれの内

容についてでございます。 

 まずは三島地区協議会についてでござ

いますが、こちらにつきましては主に近隣

各市の課題や取り組みについての情報交

換をされておりまして、教育に関する研究、

研修等も行っておられます。 

 次に、大阪府都市教育長協議会につきま

しては、同じく教育情報の交換や教育に関

する研究をされておるんですが、そのほか

にも大阪府下の市町村の意見、要望等をま

とめまして、大阪府や国会並びに関係行政

庁に対する連絡や請願、陳情、要望等を行

っているところでございます。 

 次に、近畿都市教育長協議会につきまし

ては年に２回、各代表の取り組みについて

の情報交換等を行い、研修会として全体会、

分科会で先進的な取り組み等の事例を研

究しておられます。 

 全国都市教育長協議会につきましては

年に１回開かれておりまして、文部科学省

の方が来られ、国の考え方などを聞くもの

となっております。 

 そのほかに、大阪府と同じく全国の教育

長の会として、国会並びに関係行政庁に対

する連絡調整や請願、陳情、要望等を行っ

ておられます。 

 昨年度につきましては、年度末にＧＩＧ

Ａスクール構想に関する緊急要望等を出

しておられます。 

 最後に４点目、質問番号１５番の図書購

入費についてでございます。 
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 学校図書につきましては、平成５年に文

部科学省のほうから学校図書館図書標準

冊数が示されております。ご指摘のとおり

学級数によるものでございますが、私ども

では平成２７年から平成２９年、当時は蔵

書冊数が若干少なめの８７％でございま

したので、強化をいたしまして、令和元年

度につきましては、小学校全体では１０２．

４％、中学校では９７．６％と上がっては

おります。 

 しかしながら委員がご指摘のとおり、個

別の学校で申しますと鳥飼小学校と第一

中学校で８０％台となっている次第でご

ざいます。 

 この達成率に対する認識ということで

ございますが、デジタル化が進む中でも本

に親しむ、触れるということは大変重要で

あると認識しております。 

 子どもたちが学校の図書館に入ったと

きに、たくさんの本があって、本の匂いや

その表紙、タイトルにわくわくすること、

またその中から読みたいものを選んでい

く、選択するということはとても重要であ

ると思いますので、今後につきましても整

備に努めてまいりたいと思っております。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 ただいまのご質

問のうち教育政策課の保健、給食に関わる

ご質問に対してご答弁申し上げます。 

 質問番号１６番の教職員健康管理委託

料、決算書でいいますと２０２ページです

けれども、こちらに関しましては決算書１

９６ページの小学校費に関しましても、併

せて実施しております。 

 対象者数、期間、チェック内容等につい

てでございますが、まず対象といたしまし

ては市立の小・中学校に在籍されます府費

負担の教職員及び非常勤職員の合計で４

７３名でございます。 

 期間ですけれども、令和元年度におきま

しては１１月１８日から１２月１日の教

職員の健康診断に合わせまして、２週間を

かけて実施しております。 

 次にチェック内容でございますけれど

も、教職員の心理的な負担の程度を把握す

るためのチェックということとさせてい

ただいております。 

 あとこれが市費負担かどうかというと

ころでございますけれども、こちらに関し

ましては全額市の負担ということになっ

ております。 

 続きまして、質問番号１７番、中学校給

食の調理業務委託料、これの投資対効果に

ついてということに対してですけれども、

令和元年度決算につきましては、中学校給

食の賄材料費が約８００万円、それに調理

業務委託が約１，６００万円、加えてシス

テム使用料が委員がおっしゃっていただ

きましたように約１，０００万円となって

おります。 

 これらを全て足し合わせまして喫食数

で割り戻しますと、１食に係る経費が約１，

６００円となっておりまして、費用対効果

の観点から申し上げますと、大変厳しい状

況であると言わざるを得ないと考えてお

ります。 

 喫食率につきましては、令和元年度全体

で５．０％となっておりまして、前年度の

平成３０年度と比較しますと若干ですけ

れども上昇はしております。教育委員会と

いたしましては、引き続き喫食率向上に向

けた取り組みを行ってまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、質問番号１８番です。決算

書２０４ページの学校給食調査委託料に

ついてでございます。 
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 こちらに関しましては昨年度に実施い

たしまして、摂津市の学校給食の効果的な

実施方法につきまして、本市の現状を図っ

た上で、各給食の実施方式での実現性であ

ったり、その実施方式の正確な経費を専門

的に試算するということで、基礎調査を実

施しております。 

 それで結果といたしましては、もしです

けれども、摂津市において学校給食の実施

方式を変更するのであれば、全員喫食とす

るのであれば、中学校給食を提供する場合

はセンター方式が望ましいという結果と

なっております。 

 そのほかの方式につきましても、実現可

能性があるかというところ、様々な検証を

いたしましたが、様々な理由によりまして

センター方式よりは劣るという結果とな

っております。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 それでは、私のほ

うからは生涯学習課に関わります２点に

ついてご答弁させていただきます。 

 まず１点目、１９番、青少年指導員の活

動内容でございますが、主立ったものとし

て市のこどもフェスティバルに参加、摂津

まつりの警備、青少年指導員主催のこども

スポーツ大会の開催、成人祭第２部の青春

フリータイム運動運営協力、または青少年

指導員の研修活動、地域の部会活動を行っ

ていただいております。 

 令和元年度の青少年指導員は５３名お

られ、報酬については振込でお支払いして

おります。 

 また活動補助金の使途でございますが、

校区活動費は５中学校区にお支払いして

おり、１校区１２万円をお支払いしており

ます。 

 活動内容は各校区単位で行われており、

主立ったものとしては第一中学校はアウ

トドアクッキング、第二中学校はソフトボ

ール、ドッジボール大会、第三中学校はペ

ットボトルロケット大会、第四中学校は水

上運動会、第五中学校はたこ揚げ＆ゲーム

大会等を行いました。 

 次に、２０番、こどもフェスティバルに

ついてでございます。 

 こどもフェスティバルは毎年５月の第

２週の日曜日に開催されております。これ

にこどもフェスティバル実行運営委託金

額については２４万円をお渡ししており

ます。 

 そのほかにも運営等に係る委託としま

しては、音響機器運営委託、会場警備委託、

会場内に仮設の橋を設置しており、これの

委託、除草委託、会場設営委託、会場清掃

委託、動物園運営委託、これらを含めまし

て、令和元年の決算額は１４９万５，１５

９円の支出となっております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 教育支援課所管分

についてのご質問にご答弁申し上げます。 

 質問番号１２番、ハートアクティビティ

に関する委託料についてでございます。ど

のような対象かというご質問でしたが、大

阪府で正式採用され、府費負担の教職員と

して本市に配置された採用１年目の初任

者を対象に実施し、アクティビティを通し

て集団づくりについて学ぶものとなって

おります。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容についてご答弁申し上げ

ます。 

 決算書１９２ページ、質問番号１３番の
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学力定着度調査委託料について、調査結果

から分かったこと、成果と課題についてご

答弁申し上げます。 

 結果について、例えば３年生から６年生

の同一集団の経年比較をしてみますと、６

年生の国語を除く全ての学年、教科につい

て同一集団で向上しております。また５年

生の算数では全国参加者平均を上回るこ

とができました。 

 これはこれまでの各校の授業改善を中

心とした、学力向上の取り組みの成果が見

られていると捉えております。 

 しかしながら、令和元年度から１年生か

ら実施することとしたんですけれども、こ

の１年生の段階から、全国参加者平均で比

べてみますと、平均正答率が低い状況にあ

り、課題があると捉えております。 

 また各学年の結果から分析しますと、例

えば国語では自分の考えを書いて表現す

る力、また算数では数学的に考える力など

が全国と比較すると課題があると捉えて

おります。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 村上委員。 

○村上英明委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 それでは２回目を質問なり要望なりと

いうことでさせていただきたいと思いま

す。１番目の児童福祉費負担金の不納欠損

となった部分でございます。 

 これは不納欠損となると、市としては財

政的には減収ということになってきます。

これは先ほど、根拠法である地方自治法に

定められたものであるということでござ

いますし、この５年を経過すれば時効で消

滅するという処理ができるということだ

と思います。 

 そういう中で納付の特例とか、また電話、

また夜間訪問等々、本当にご努力されてい

る部分もあるかと思いますけれども、例え

ばこの不納欠損がどんどん累積していけ

ば、その部分を例えば市のほうでも補塡す

るのか、あるいは極端にいったら皆さんか

ら頂く部分をふやすとかいうことで、どこ

かで補塡しなければいけない部分だと思

うんですが、この不納欠損分をどういう形

で賄われておられるのかということでお

尋ねしたいなと思います。 

 それで２番目でございます。これも先ほ

どと同じで収入未済額の単年度未収入の

部分ということで、ほとんどが保育料であ

ったと思います。 

 その中でこの減額という部分におきま

しては、教育費の無償化というのが一番大

きかったということのご答弁であったと

思いますけれども、やはりこれも先ほどと

同じで、やっぱり払っておられる方との公

平性というのですか、やはりそういう部分

を考えれば、やはりこの収入未済額をゼロ

円に持っていくというのが一番ベストな

んだろうなと思いますけれども、やはりそ

れぞれの社会状況等々、経済状況等々で、

やはり現場でも様々なことがあるんだろ

うなと思いますし、また本当に払いたくて

も払えない、そういうご家庭もあるんだろ

うなと思いますが、そういう中で決算を通

して令和２年度の取り組みをまたちょっ

と改めて、確認も含めてお尋ねさせていた

だきたいと思います。 

 それで３番目の学童保育の保育料の部

分でございます。 

 これは平成３０年度より４４名だった

かがふえたということでの増ということ

でございました。 

 これは今、女性の方の社会進出が増加し、

共働きの家庭が今はふえてきているとい
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うのは本当に現実でありますので、この子

どもを育成する場というのか、やはり放課

後の子どもの居場所といったことも本当

に大きな重要な役目に当たっているんだ

ろうなと思います。 

 そういう中で２回目の質問といたしま

しては、今は支援単位を構成する児童の数

が４０名というようなこともちょっとお

聞きしているわけなんですけれども、それ

を超える学校があるのかないのかという

ことも含めてですが、その対応ということ

でお尋ねしたいなと思います。 

 ４番目でございます。これは児童虐待と

ＤＶ対策等々、本当に様々なところで社会

福祉士の方に来ていただくとか、またスー

パーバイザー等々に来ていただいて対応

されているというようなことでございま

すし、またこれはＤＶについてもやはりこ

の相談というのもなかなかある面、増加す

る部分もあるんだろうなと思いますので、

こういう部分についてはやはり大人への

対応もそうなんですけれども、子どもが影

響を受けるということで、その受けた子ど

もがまた大人になったときに、またどうい

うことがあるのかということであるかと

思うんです。 

 やはりその子どもが影響を受けずに健

全な育成をすれば、その健全な育成をされ

た子どもが大人になったときに、また自分

の子どもに対しての健全な育成というの

が、いい連鎖反応が続いていくということ

だと思うんですが、これは逆に虐待を受け

たまま大人になっていくと、その虐待もま

た悪い連鎖反応になってくるかと思うの

で、この辺の支援事業をまたしっかりと行

っていただきたいと、これは要望として申

し上げておきたいなと思います。 

 ５番目でございます。指定寄附金のほう

でございます。 

 これも要望という形にさせていただき

ますけれども、やはりこの図書を買ってい

ただきたいということで、小学校の管理運

営費に回していったとか、あと子どもの子

育て支援に使っていただきたいというこ

とで、この寄附を頂いたということであっ

たかと思いますが、やはりこの寄附された

方の思いというものを、やはりそういうも

のをしっかりと受け止めていただいて、そ

れで私が思うには、例えばその寄附してい

ただいた方に対して、この年度としてこう

いう形で使用させていただきましたと、例

えばこういうものを購入させていただき

ましたとかいうものを通知というか、お手

紙という形でお返ししていくというのも

いいのかなと思うので、そういうことをま

た寄附者の思いに応えていくというか、こ

ういう形で使わせていただきましたとい

うものをまたお知らせしていくという部

分のご検討をまたお願いしたいなという

ことで、これは要望としておきたいと思い

ます。 

 それで６番目のランドセルの売却料で

すが、この収入済額が５，１３０円という

ことでございました。 

 これも要望を出させていただきたいと

思うんですけれども、文化ホールで講演さ

れた寺尾氏という方がおられたと思いま

す。 

 私も平和トーク等を聞かせていただき

ましたけれども、この寺尾氏から依頼があ

って、ケニアの子どもたちに対して、摂津

市でランドセルを持っていくことはでき

ないかというようなご相談を受けました。 

 ケニアの子どもたちというのは未舗装

の道を通学しているような関係で、両手を

空けたいがためにランドセルとか背中に
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背負うものを欲しいんだというようなご

依頼があったということでございまして、

私も２年前のときには、寄附いただいたラ

ンドセルを寺尾氏とケニアの子どもたち

が来られた奈良県内へ持っていったとい

うことがあります。このランドセルが長年

使えるということもありますけれども、処

分しないといけないとかいうことがあっ

たら、こういうところへの寄贈というか寄

附ということもちょっと考えていただき

たいなということで、これは要望としてお

話をさせていただきたいと思います。 

 次の７番目の保育士確保支援金の件で

ございます。 

 これは令和元年度もそうなんですけれ

ども、今はとにかく新型コロナウイルス感

染症のほうで、それで保育士もかなり気を

使いながら子育てというか、されておられ

るんだなと思いますけれども、やはり先ほ

ども言われましたけれども、やはりこの保

育士確保というのは本当に大きな課題で

ありますが、しかしその一方で、この保育

士を確保するということが、このさきの共

働きというか、女性の社会進出を支える部

分にもなってくると思うので、やはり保育

士確保というのは一番大きな課題という

中で、この確保をするに当たってはこうい

うことが問題なんだろうなと、思っておら

れることを改めてちょっとお尋ねしたい

なと思います。 

 そのうちの一つがやはり給料の面でも

あるかと思いますが、この保育士確保の課

題をどう捉えておられたのかということ

でお尋ねしたいなと思います。 

 次の８番目の部分につきましては、ご説

明でよく分かりました。 

 これも公立の保育所等々、保育所不足と

いうことも言われましたけれども、これも

先ほどの７番目の問題も通じて、保育士確

保に取り組んでいっていただきたいなと

いうことで、この８番目の件は要望とさせ

ていただきます。 

 次に、９番目でございます。障害児保育

補助金の件でございます。 

 先ほど子どもが５７名で、職員の方が５

７名という形でご答弁をいただきました。

中には子ども二人に対しても、この先生と

いうか保育士の方が一人でいっていると

いうようなことであったと思います。 

 これもやはり支援の必要なお子さんと

いうか子どもというのは、多分年々ちょっ

と増加していっているような、私も認識を

持っているんですけれども、そういう中で、

この年度途中で増加されたとか人がふえ

たとかいうことであれば、どういう対応を

されたのかということを改めてちょっと

お尋ねさせていただきたいと思います。 

 それで次の１０番目でございます。ひと

り親家庭高等訓練促進給付金ということ

で、令和元年度は２名の１９か月分という

ことで、昨年の約半減になったというよう

なご答弁でございました。 

 やはりこれも専門資格というのは、１度

取ればずっと一生この資格でどこかに就

職がしやすいとかいうことにもつながっ

てくるのかなと思うので、こういう部分に

つきましては、ご答弁でもありましたけれ

ども、やはりＰＲといいますか、そうこと

も含めて取り組んでいっていただきたい

と、これも要望とさせていただきます。 

 それで１１番目の教育長の協議会の部

分は、内容的にはほぼ分かりました。 

 今の課題をしっかりと情報共有してい

ただいて、それで摂津市の中でこれは取り

組んでいけるなというものがあれば、また

その先進事例の調査や視察に職員も行っ
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ていただくとかいうことも含めて、やはり

この摂津市の教育に行政を挙げて取り組

む、そういった施策につなげていけるよう

な形で、またその協議会に取り組んでいた

だきたいなということは、これも要望とし

ておきたいなと思います。 

 １２番目のハートアクティビティの委

託料の件でございます。 

 １年目初任者の部分ですが、集団づくり

であるとか、またこの人権という部分も含

めて、初任者の方に研修していただいてい

るというようなことでございますが、この

研修を受けられて、効果をどのように認識

されておられるのかということでお尋ね

させていただきたいなと思います。 

 次に、１３番目でございます。学力定着

度調査委託料の件でございますが、全国平

均から大阪府の平均と比較して摂津市は

どうなのかなというのが、データというか

数値的にも出てきていますが、これからの

小学校、中学校の学習の方向性といったも

のをどういう形で見ておられるのかとい

うことでお尋ねしたいなと思います。 

 それで次に１４番目でございます。これ

も要望とさせていただきますけれども、こ

の支援学級等々の方につきましては、約５

年で１００人ぐらいですか、ふえてきてい

るような状況でもございます。 

 これは特に昔もあったかもしれないけ

れども、この保護者の方というか本人もそ

うですけれども、支援が必要なんだという

ことの自覚というのがちょっと高まって

きたというか、そういうこともこの人数の

増加にあるのかなと思いますが、そういう

中で、市民の方からもちょっとご相談いた

だいたのが、これはちょっと所管が子育て

支援課とは違うところなんですけれども、

難聴児の方で、イヤホン式補聴器のデイジ

ーというものを導入していただきました。

その関係で、難聴児の方が大阪府立生野聴

覚支援学校ですか、そういうところに通教

で行かないといけないといったときに、保

護者が一緒に付き添っていくんですけれ

ども、そのときに保護者も仕事を休まなけ

ればいけないとかいうこともあって、そう

いうときに付添いをしていただけるよう

な、そういう制度はないのかなということ

で、ちょっと質問というか、ご要望を頂き

ましたので、そういうことの付添いという

部分もまたご検討いただければなと思い

ます。 

 それから１５番目でございます。これも

要望ということになりますが、やはりご答

弁でもありましたように、この本と親しむ

というのは本当に必要なことでございま

す。 

 それで私ももう４０、５０年ぐらい前に

なるのですが、小学校時代というのはある

んですが、やはりそのときの紙の匂いとい

うのは、なかなか忘れ難いというか、いい

か悪いかは別にしてですが、そのときの思

いというのはまだちょっと残っている部

分もやっぱりあるので、そういう意味では

この本に親しむということはこれからも

取り組んでいただきたいなということで、

古いものも更新していくとか、また新しい

今の社会の流れというか、今後の社会の動

向といった、そういったことも認識してい

ただいた中での、この本の選択ということ

も含めて取り組んでいただきたいなとい

うことで、要望としておきたいと思います。 

 １６番目でございます。これも要望とし

ておきたいなと思いますが、やはりこの教

職員の方々の健康があればこそ、この児童

生徒に対しての教育というものはしっか

りとできるのかなと思いますので、そうい
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う意味ではこの教職員の健康管理、特にこ

の身体的なところもそうなんですが、精神

面的なものはやはり外部から見てすぐに

は分からない部分もあるかと思います。 

 それでそういう部分で、表に出てきたと

きにはかなり心理的にもしんどいような

こともあるかと思うので、そういう意味で

は平時からこのストレス、精神的なチェッ

クをしっかりと行っていって、健康管理に

努めていっていただきたいということで、

これも要望としておきたいと思います。 

 次に、１７番目でございます。中学校給

食の部分でございますが、これも喫食率が

平成３０年度はふえたということで、これ

は事務報告書においても、この平成３０年

度と比較すれば、令和元年度は約１，２０

０食ふえているというような状況でもご

ざいました。これは生徒もそうなんですけ

れども、教職員の方の喫食数も８食ほどふ

えたことが事務報告から見えるのかなと

思います。 

 そういう中で、私も小学校、中学校も給

食で来まして、高校でお弁当ということに

なってきたんですけれども、やはり個人的

にはお弁当主義者なんです。 

 それでこれまでも委員会の中でもお弁

当の方とか、給食の方とか、様々なご意見

があるかと思いますし、これまでのアンケ

ート等々におきましても、この生徒の約９

割はお弁当がいいと。それで保護者の９割

は給食のほうがというようなことだった

と思うのですが、この２回目の質問で、私

は生徒の立場に立って食事については考

えていく方がいいのだろうなと思うので

すが、そういうアンケートも踏まえて、こ

の生徒の意向、保護者の意向、どちらを重

視されていこうとされているのかという

ことで、２回目をお尋ねしたいなと思いま

す。 

 それで次に１８番目、学校給食の調査委

託料でございます。 

 これは回答としては一番いいのはセン

ター方式だったというようなことでもご

ざいました。これは給食のこともあるので

すが、やはり財政的なことが一番大きなこ

となんだろうなと思うし、やはりランニン

グコストを将来的に考えていく部分もあ

るかと思いますので、この調査結果を受け

て、また市として、先ほど私が弁当主義だ

と申し上げましたけれども、将来の生徒の

健康管理等々も含めながら、この委託調査

の結果はまた様々な形で分析していって

いただきたいなということで、これも要望

としておきたいなと思います。 

 それで１９番目の青少年指導員の報酬

でございます。 

 本当に様々な形で活動されているとい

うことでございます。それで１０校区で５

３名ということでありましたけれども、多

い校区では７名の方がおられるというこ

とだったと思います。 

 逆に少ない校区は３名ということであ

ったかと思いますので、そういう意味でも

この様々な行事参加等も含めて、やはりこ

の個人の活動といったものがちょっと偏

っている部分もあるのではないのかなと

思うんです。 

 それで要は５名とか７名とか、各小学校

区でおられますけれども、ある意味、この

方のほとんどはフルに参加しているとか、

この方はちょっと仕事なり学業なり等々

があって、そう参加されていないような方

とかもあるかと思いますが、そういう形で、

個人別の活動量等を把握されておられる

のかということで、２回目をちょっとお尋

ねしたいなと思います。 
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 それで２０番目の、こどもフェスティバ

ル運営等委託料の件でございます。 

 この執行額１４９万円のうち２４万円

が委託ということであったかと思います。 

そういう中で、本当に１回目でも申し上げ

ましたけれども、様々な方がこのこどもフ

ェスティバルに参加しておられるような

ことでもございますが、これはこどもフェ

スティバルのみならず、市としての様々な

業務を委託している部分ということも含

めてなんですが、市として事務局をされて

いる行事というのは、かなりあると思うん

です。 

 事務的な手続とか、対外的な申請だとか、

各団体等との協議だとかということも含

めて、事務局でされている部分もあると思

うのですけれども、私はこの事務局で行っ

ている業務をどこかに外部委託してはど

うかなと思っています。 

 それでその外部委託をしたことによっ

て、空いた時間を本来業務にさらに向けて

いけるというようなこともあるかと思う

ので、これは要望としておきたいと思うん

ですけれども、市の事務局が預かっている

業務といったことも外部委託できるよう

な形で、またご検討していただきたいなと

思います。これは要望としておきます。 

 最後ですが、放課後子ども教室の運営委

託料の件でございます。 

 これは台風等々で平成３０年度は減っ

たというようなご答弁でございましたし、

またやっている内容等々も、本当に様々な

部分なんだろうなと思います。 

 そういう中で、この延べ参加人数をこの

回数で割らせていただいたんですけれど

も、多い学校が千里丘小学校で１回１０３

人、それで少ない学校が鳥飼北小学校で３

４人、それでまた参加人数を児童数で割っ

た場合に、多いところが鳥飼小学校で、一

人が３．６回というのですが、それで少な

い学校が別府小学校で１．６回というよう

な参加でございました。 

 やはりそういう中で極力参加していた

だくというのが、私個人ではいいのかなと

思うので、その辺の運営も含めてですが、

また講師の方にご努力いただく部分が、か

なりあると思うのですが、そういう中で２

回目として、この運営費の支払いですが、

例えば報酬とか物品購入がある場合、どう

いう形でされているのかということで、２

回目としてお尋ねしたいなと思います。 

 以上で２回目とします。 

○三好俊範委員長 それでは、２回目の答

弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に関わりますご質問にお答えいた

します。 

 まず、ご質問の一つ目です。児童福祉費

負担金で不納欠損についてでございます。 

 不納欠損分は、基本的には一般財源で賄

うということになります。納付していただ

いた方との公平性の観点から、このような

ことにならないように滞納対策を講じて

いくとともに、本当に家計が苦しいといっ

た世帯については分割納付などの納付相

談も行っていきたいと考えております。 

 ご質問の二つ目です。同じ科目で収入未

済額についてでございます。 

 令和２年度の取り組みということでご

ざいますけれども、こちらは１回目の不納

欠損での取り組みと一緒なんですけれど

も、重要なことは滞納にならない、滞納と

なっても滞納額が大きくならないうちに

納めていただくということが重要である

と考えております。 
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 そのためには先ほど申しましたとおり、

口座振替の勧奨を行って、滞納となった方

へは督促、催告と、こういったことを今後

も継続して対応していくというところで

考えております。 

 ご質問の７番目、保育士確保についてで

ございます。 

 その課題ということでございますけれ

ども、委員がおっしゃっていただきました

とおり、保育士の給与面の処遇、これが業

務負担に見合っていないということが大

きな原因であろうと考えております。 

 それで国のほうでは公定価格に処遇改

善加算、これを創設されるなど、毎年、公

定価格の基準額も上昇されていて、徐々に

改善されつつはございます。 

 今後もこういった国の処遇改善の動き

を注視しながら、本市も独自で施策のほう

についても検討していきたいと考えてお

ります。 

 次にご質問の９番目の障害児の補助金

についてでございます。 

 年度途中の対応ということでございま

すけれども、現在のところは対応のほうは

できていないという状況でございます。 

 現在ですが、年に２回実施しております

巡回指導、巡回相談の中で、加配の子ども

だけではなくて、その他の支援が必要な子

どもについても臨床心理士の先生から支

援の方法についてアドバイスを頂いてお

りまして、その中で園のほうで子どもの発

達を促すよう対応していただいていると

いう状況でございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず３番の学

童保育室の、おおむね４０人を超える学校

と、その対応についてでございます。 

 現状としましては、おおむね４０人を超

える学校が３校でございます。 

 そのうち２校につきましては、面積基準

のほうではクリアしているところもある

んですけれども、１校につきましては両方

ともがクリアできていないという状況で

ございます。 

 対応としましては、日々出席率からおお

むね４０人を下回る日もあるんですけれ

ども、学校のほうで特別教室を借りて、で

きるだけ密にならない状況でありますと

か、また学年によって登室時間が違ってき

ますので、早く帰ってきた子どもから宿題

をさせて、終わった子どもは外遊びをして

いただくとか、そういうことを工夫しなが

ら安全面に配慮するよう工夫して運営を

行っているところでございます。 

 今後はやはりできるだけしっかりとク

ラスをふやす方向に持っていきたいなと

考えておりますので、今後は学校のほうと

協議して、空き教室の利用というものをや

はり進めていきたいなと考えているとこ

ろでございます。 

 それと２１番のわくわく広場について

でございます。 

 運営費の支払方法というところでござ

いますけれども、こちらのほうにつきまし

ては、わくわく広場の事業につきましては、

子どもの居場所づくり実行委員会という

ところに今委託をしております。 

 その中で子育て支援課のほうが事務局

となっておるところでございますけれど

も、その中で指導員の謝金であったり、消

耗品等の支出を行っているところでござ

います。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 質問番号１７番、
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中学校給食に関する質問で、生徒の意向、

保護者の意向のどちらを重視していくの

かということに対してご答弁申し上げま

す。 

 これまで複数回実施しておりますアン

ケートの結果ですが、委員がおっしゃって

いただきましたように保護者は給食を望

んでいるということです。それに対し生徒

はお弁当を望んでいるという結果が出て

おります。 

 最新のアンケートにおきましても、保護

者が給食を望んでいる割合が約７割、生徒

がお弁当を望んでいる割合が同じく７割

という結果が出ております。 

 どちらの立場に立ってと、どちらの意向

を優先させてというお問いに関しまして

ですけれども、どちらというわけではなく

て、子どもたちの健やかな健康というのを

第一に考えまして、生徒、保護者の両方が

いいなと納得いただける給食を提供して

まいりたいと考えております。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 質問番号１２番、ハ

ートアクティビティの研修効果について

のご質問にお答えいたします。 

 研修参加者は昨年度、小学校から１６名、

中学校から７名でしたが、参加者には振り

返りでアンケートを取っております。全員

が有意義であったと回答しております。 

 初任者がまず悩むこととして、教科指導

もございますが、まず学級集団づくりに悩

むことが多くございます。 

 実際にアクティビティを体験すること

で、子どもたちを実際に動かすときのコツ、

例えば端的に指示をすること、大声を張り

上げるのではなく静かにゆっくり指示を

することということが、子どもたちの注意

集中を促すには効果的であるというよう

なことを学びます。 

 こうしたゲームをルールを守って楽し

むことによって、子どもたちにとって安心

で安全な学級づくりを体感するという大

変意義深い研修となっております。 

 また本市に配属された初任者同士の横

のつながりをつくるようなことにも寄与

する研修となっております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容についてご答弁申し上げ

ます。 

 質問番号は１３番です。小・中学校での

今後の学習の方向性について、どのように

考えているかという内容についてです。 

 小・中学校での学習の方向性につきまし

ては、新しい学習指導要領に新しい時代に

必要となる資質能力として、「知識、技能」、

「思考力、判断力、表現力など」、また「学

びに向かう力、人間性等」の三つを育むよ

うにと示されています。 

 本市としましても、これまで取り組んで

きた確かな学力を定着させる学習の充実

を図るとともに、子どもたちがこれからの

変化の大きい社会を生き抜く力を育みた

いと考えています。 

 そのためにも、まず基礎的な学習内容を

理解するために、学習指導要領にも示され

ている、「言語能力」、「情報活用能力」、「問

題解決能力」など、学習の基盤となる力を

育んでいきたいと思っております。 

 またそれだけではなく、子どもたちが将

来を見据えて、なぜ学ぶのか、自分の歩み

を点検評価していくキャリア教育などに

も力を入れて、学習意欲を持って主体的に

学べるようにしていきたいと考えており

ます。 
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 以上です。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 それでは、生涯学

習課に関わりますお問いにお答えさせて

いただきます。 

 青少年指導員の個人別の活動量の掌握

についてでございます。１９番です。 

 これについては、各校区の活動について

は各校区長が把握されており、市が依頼し

たものについては市が把握しており、全て

活動している内容についてはこちらで把

握しております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 村上委員。 

○村上英明委員 では３回目ですので、お

おむね要望でお話しさせていただきたい

と思います。 

 まず１番目と２番目です。不納欠損と収

入未済額の部分につきましては、先ほども

申し上げましたとおり、これを支払ってお

られる方々との公平性といったものが一

番大きいのかなと私は認識しております

ので、その辺は丁寧に対応していっていた

だきたいなということで、１番、２番は要

望としておきます。 

 それで３番目でございます。これは１回

お尋ねしたいと思うのですが、この学童保

育の部分ですが、当初は民間委託を３校や

っていこうというような方向で進められ

ておられましたけれども、保護者の方々と

懇談をしていく中で、その判断を１年延ば

されたということだったんだろうなと思

うのですが、その部分でこの令和元年度か

ら１年延ばされたことでどういう認識を

持っておられるのかということをお尋ね

させていただきたいなと思います。 

 それで７番目の保育士確保の件でござ

います。これは要望としておきたいと思い

ますが、やはり先ほどありましたように、

給与面が一番大きいのかなと思います。 

 これは私の身内の話なんですけれども、

私の娘も保育士をしていたんです。それで

そのときに保育園で仕事をしている部分

もあるんですけど、何か催物があるときに

は家に仕事を持って帰ってくるんです。 

 裁縫をするとか絵をつくるとか、それで

夜中の本当に遅くまでやっているのを見

て、やはりこれは本当に昼間にできるよう

な時間を確保できればいいのでしょうけ

れども、やはり子どもを見ないといけない

という部分も多々あると思うんです。 

 保育士確保ができるような方向性、摂津

市の保育園に就職していこうと、そういう

思いが少しでも高まっていくような形で、

給与面もそうですし、また制度面もそうで

ございますので、しっかりとまた取り組ん

でいっていただきたいなということで、こ

れは要望としておきたいなと思います。 

 ９番目の児童保育の補助金の部分でご

ざいます。 

 年度途中での増加というのは、ちょっと

今はできていないというようなご答弁で

もございましたので、そういうことも含め

て、年度途中で増加した場合にまた対応で

きるようなこの制度づくりというか、予算

づくりというか、そういった部分も含めて

お願いとして、これは要望としておきたい

なと思います。 

 １２番目のハートアクティビティの委

託の件でございます。 

 やはり横の連携であるとか、また集団づ

くりというのが本当に初任者の先生には

なかなか難しい部分があると思うので、や

はり最初でしっかりと研修を行っていた

だいて、教員の力をつけていくというか、

連携のやり方とかそういうことも含めて、
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この研修がまた有意義となっていくよう

に、ご努力をお願いしたいなと思って、こ

れは要望としておきたいなと思います。 

 １３番目の学力定着度調査委託料の件

でございます。 

 学力をつけていくというのは本当に大

切なことだと思うんですけれども、その学

力のつけ方というか、学力をつける方向性

が大切なことなんだろうなと思います。 

 今の社会が本当に様々な複雑多様化し

ている中で、自分が本当に困ったときに、

どう自分が踏ん張れるか、要は自分が問題

を抱えたときに、どうそこで自分が踏ん張

れるか、そこで立ち上がってこられるかと

いったことも含めて、そういう人をつくっ

ていくというのは教育として本当に必要

なことだと思いますので、その学習につい

てはまた取り組んでいっていただきたい

なと思います。 

 それでそこで１回質問なんですけれど

も、事務報告書の３０８ページに、学力向

上支援事業ということで、中学校の４校、

もう一つ、前年も４校だったと思います。

これはローテーションしているのかはち

ょっと分からないですが、５校が共に行っ

ていくということが基本なんだろうなと

思ったんですが、なぜ４校としてされたの

かということで、これをちょっとお尋ねさ

せていただきたいなと思います。 

 それで１７番目の学校給食の件でござ

います。 

 これも要望ということなんですが、先ほ

ど子どもたちの教育というか健康という

か、成長が一番だということだったと思い

ます。 

 私は生徒を取るのか保護者のご意向を

取るのかということでお尋ねさせていた

だいたんですけれども、なかなか難しい部

分もあるかと思いますけれども、私は直接

食べる生徒を重要視していったほうがい

いのだろうなと思っておりますので、その

辺も含めて、やはりこの経済的なこともあ

りますし、また地域的なこともあると思う

ので、その辺はまたしっかりと検討してい

ただいて、何が最大公約数で行けるのかな

という部分もまた検討していっていただ

きたいということで、これは要望としてお

きます。 

 １９番目でございます。青少年指導員の

方につきまして、先ほど個人別の活動量の

把握ということでしているというような

ことでございました。 

 これは個人でやはりかなり参加してお

られる行事数とか、抱えておられる負担と

か、それも大なり小なり差があると思うん

です。その辺のことでこの報酬の金額の考

え方も含めて、認識を改めてお尋ねさせて

いただきたいなと思います。 

 それで２１番目なんですが、これもちょ

っとお尋ねさせていただきたいなと思い

ますが、放課後子ども教室の部分でござい

ます。 

 今は文部科学省等々におきまして、３年

後をめどにして、小学校での放課後子ども

教室と、放課後児童クラブといったものを

一体的に連携して実施してはどうかとい

うような検討がされているということで、

予定としては全国の中で１万か所を実施

していきたいと、３年後ですが考えておら

れるというだったんですが、そのプランへ

の市としての対応の考え方について、改め

てお尋ねさせていただきたいなと思いま

す。 

 以上、３回目です。 

○三好俊範委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５８分 休憩） 
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（午後 １時    再開） 

○三好俊範委員長 再開します。 

 それでは、３回目の答弁のほうからお願

いいたします。 

 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず３番の学

童でございます。委託について延長したこ

とへの認識ということでございます。 

 まず委託するに当たってですが、平成２

８年度のときに委託に当たって意見書の

ほうを頂いております。その中でやはり保

護者、また子ども・子育て会議の意見とい

うのをしっかりと聞いて参考にするとい

うところがございました。 

 それを基に委託のほうを進めてまいり

まして、その中で今回初めての委託という

ことで、受託事業者についても市内の社会

福祉法人ということも限定させていただ

いたり、保護者、また子ども・子育て会議

での意見を尊重する、参考にしながら進め

てきたわけでございます。その結果、１年

間延長というところになっております。 

 その結果、翌年度に入りまして、すぐに

選定委員会を立ち上げて、事業者を選定す

ることによって、その事業者の人材の確保

であったり、また引継ぎの期間が確保でき

たということについては、今回初めての委

託に当たっては、非常によかったのではな

いかなと考えております。 

 今後また、今行っている委託の検証を初

め、今後のサービス向上のほうに進めてい

かなければならないと考えているところ

でございます。 

 それと、２１番のわくわく広場でござい

ます。 

 こちらのほうの文部科学省のプランは、

委員がおっしゃられましたとおり、２０２

３年度までのプランが出ております。放課

後児童クラブと一体型といいますのが、わ

くわく広場と学童の同一小学校内の活動

場所において、わくわく広場の活動プログ

ラムに学童の児童が希望すれば参加でき

るものとなっております。全国的にも、な

かなか進んでいない状況でありまして、本

市に置き換えましても、やはり現状では体

育館で実施しているというところで、人数

もかなり多くの方が、わくわく広場自体に

も参加していただいている状況でありま

す。そこにまた学童の子どもも併せてとい

うことになりますと、やはり場所の確保で

ありますとか、指導員の確保というのが必

要になってきますので、なかなか、この一

体型というのは全国的な傾向と同じく、難

しいものなのかなと考えているところで

ございます。 

 ただ、しかし、やはり子どもの放課後の

居場所の必要性については認識している

ところでございますので、いろいろな手法

を今後考えていかなければならないと考

えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わる内容について、ご答弁申し上げ

ます。 

 資料番号１３番の学力向上支援員の活

用が第五中学校でされていないという理

由についてでございます。この学力向上支

援員というのは、教育免許を有することが

条件となっております。教員免許を所持さ

れている方については、有償ボランティア

よりも、例えば、常勤講師や非常勤講師を

希望することがございます。また、有償ボ

ランティアは、交通費の支給などもないた

めに人材確保が難しく、令和元年度につき

ましては、第五中学校で開始することがで
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きなかった現状がございました。 

 その課題解決としまして、令和２年度よ

り、学力向上支援員を有償ボランティアで

ある学習サポーターと統合いたしました。

この学習サポーターというのは、教員免許

を必要としていない有償ボランティアと

なっています。学習サポーターでも子ども

たちの学習の個別支援などの対応はでき

ると考えておりますので、中学校でも活用

が今後進んでいくと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 １９番、青少年指

導員の活動量が多い方、少ない方の報酬の

認識でございますが、令和元年度までは年

間一律で２万２，０００円の報酬をお支払

いしておりましたが、令和２年度から報酬

の見直しを行い、報酬２万２，０００円と

別に、青少年指導員として活動１回につき

２，０００円を支給しております。ただし、

年間１０回が上限となっています。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 村上委員。 

○村上英明委員 ありがとうございます。 

 では、これを最後にさせていただきたい

と思っております。 

 まず、３番目の学童保育の１年延長した

ことについてということでありますけれ

ども、これは私も延長して検討期間を設け

たらどうかということも申し上げていた

一人でもございますので、そういう意味で

は、市役所側の事務処理というか、運用も

そうだったと思うのですけれども、やはり

保護者の方の不安感というものをかなり

下げていただくことができたと思ってお

りますので、そういう意味では、この１年

延長したことが私はよかったのではない

のかなと思います。 

 そういう中で外部委託をされて、時間延

長もしていただきました。これは要望させ

てもいただいておりますけれども、土曜日

の開室であるとか、また学年延長のことで

あるとか、その辺はまた財政のこともあり

ますし、またマンパワーのことでもありま

すので、外部委託等も含めてご検討してい

ただければなということで、これは要望し

ておきます。 

 １３番の学力向上支援事業の件でござ

います。有償ボランティアを入れて、今年

は対応されているということでございま

した。こういったことも含めて、やはり小

学校・中学校時代から次の高校、大学、次、

社会を見据えた形で、今の社会の流れとい

うのは本当に技術革新も早くて、社会の流

れも早くて、先を見据えないといけないと

いいますか、そういうことだと思うので、

これから本当に多文化共生というか、自分

が生きるための資質・能力を高めていただ

けるような形で、これを小学校・中学校自

体から取り組んでいっていただきたいな

ということで、この学力の件については要

望とさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 １９番目の青少年指導員のことでござ

います。政府も取り組んでおられるという

ことでございました。青少年指導員は、こ

れからまた確保しなければいけないとい

う部分でもあるかと思いますので、そうい

う意味では負担感と思われるようなこと

を少しでも軽減していっていただけるよ

うな形がいいと思います。青少年指導員の

方も、少ないところでは１小学校区で３名

という現状が事務報告書でありましたけ

れども、これが４名、５名という形で定着

していくというか、世代の交代ということ

も含めて、また、これがうまく循環してい
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くような取り組みをお願いしたいなとい

うことで、これも要望としておきます。 

 ２１番目の放課後子ども教室の件で、文

部科学省のプラン、学童がわくわく広場に

参加できるということであったかと思い

ますが、これも部屋の数であるとか、体育

館の広さであるとか、また、参加の子ども

の人数であるとか、様々なことがあると思

うので、これは一律にやるとか、やらない

とかいうことではなしに、やはり摂津市と

してどういうスタンスがいいのかという

ものをまた検討していただいて、これが摂

津市の動きだよというか、わくわく広場な

んだよ、学童なんだよというものをまた示

していただければありがたいなというこ

とで、これも子育ての一環として、また、

しっかりと取り組んでいっていただけれ

ばなということを申し上げて、私の決算の

質問を終わります。 

○三好俊範委員長 村上委員の質問が終

わりました。 

 ほか、ありませんか。 

 弘委員。 

○弘豊委員 それでは、続けて質問させて

いただきたいと思います。 

 私のほうも文教上下水道常任委員会は

１年空けて、今回２年目というようなこと

で、まだまだ分からないことも多いのです

けれども、勉強の意味を込めて、ぜひぜひ

幾つかお聞かせいただきたいと思います。 

 私のほうは、決算概要のほうで質問項目

を拾い出しているのですけれども、それぞ

れの所管の課ごとで聞いていきたいので、

答弁のほうも、できたら質問の順番に答え

ていただけたらと思います。 

 最初に１番目ですけれども、決算概要１

４２ページで、小学校施設改修事業がござ

います。その後の１４６ページで中学校施

設改修事業もあるわけですが、トイレの改

修や特別教室のエアコン設置等々、計画的

に進められている部分、補正予算もついて

今回大分進められたと認識しているので

すけれども、それぞれ、どの程度その計画

に対して進んでいるのか、最初お聞かせい

ただけたらと思います。 

 次に、決算概要の１４４ページのところ

に小学校給食事業がございます。今回、委

託の切替年度というようなこともありま

して、新しい会社に切り替わっているかと

思います。事務報告書で見た中で学校給食

調理業務委託検証会議というのをやられ

いると思いますが、その中身はどんな内容

でやられているのか、聞いておきたいと思

います。 

 あわせて、１４８ページのほうで中学校

給食事業もございます。こちらのほうも委

託検証会議というのがやられているので

すけれども、小学校給食のほうは、年間で

それぞれのところを議題にしているので

すけれども、中学校給食のほうは、繰り返

しというか、同じところをやっているのか

なと思うのですけれども、そちらのほうも

併せて聞いておきたいと思います。 

 ３点目です。こちらは学校教育課のほう

になりますが、１３４ページのところで教

職員の人事事業というのが１７６万４，７

７５円で執行されております。事業評価の

アンケート実施に伴う消耗品の購入であ

ったりとか、教職員の人事システムのバー

ジョンアップとか、そういったことだとい

うようなことで予算のときにもたしか聞

いていたかと思うのですけれども、実際や

られてどういう効果があったのか、聞いて

おきたいと思います。 

 次に、１３８ページ、学習サポーター派

遣事業、それからまた下のほうには学力向
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上支援事業というようなことがあるので

すが、先ほど村上委員のほうからの質問の

ほうでも学力向上支援員のことが出てき

ました。学習サポーターのほうも事務報告

で見ていると、随分と各学校で人数や入ら

れている時間にばらつきがあるんだなと

思ったのですけれども、そこら辺りは学校

からの要望などに基づいてやられている

のか、どういう形で入られていっているの

か、お聞きしたいと思います。 

 次に、５番目です。学校マネジメント支

援事業というようなことがあるのですが、

こちらのスクールサポーターの分で、以前

３名から７名に増員されたということが、

そのときには言っていたかなと思うので

すが、そこら辺りの効果についてもお聞き

しておきたいと思います。 

 次に、教育支援課のほうに関わってなの

ですけれども、決算概要の１４０ページで

す。質問番号６番になりますけれども、就

学児指導事業ということが２０万７，００

０円で執行されております。支援を要する

子どもが学校に上がられてくるとき、また

進学するとき等々のアドバイスや検討と

いったことがされるのかなと思うのです

が、具体的にどんな感じでこの事業を取り

組まれているのか、お聞きしたいと思いま

す。 

 ７番目です。生涯学習課に関わってです。

決算概要では１５２ページですが、成人祭

開催事業です。４９万６，８４１円で執行

されております。毎年、成人祭のほうは私

も出席させてもらっているのですけれど

も、文化ホールで式をした後にコミュニテ

ィプラザで青春フリータイムというよう

なこともやられていてということである

のですが、実は式のほうはいつも行くので

すけれども、コミュニティプラザのほうに

私は行ったことがなくて、どんなふうな感

じで例年やられているのか、去年の雰囲気

なんかも含めて教えてもらえたらと思い

ます。 

 ８番目、１５６ページのところに公民館

講座の開催事業ということで執行されて

おります。事務報告をこれも見ていると、

様々、五つの公民館それぞれで、たくさん

の講座がやられているのですけれども、事

務報告に公民館ごとの講座の後に、合同で

取り組まれている講座の紹介と、そこで別

府のコミュニティセンターも一緒に取り

組まれている分があるかと思うのですけ

れども、ちょっと気になったのが、別府の

コミュニティセンターでこれまで行われ

ていた講座に関しては、以前同様、行われ

ているのかどうか、公民館的な機能を受け

継いでやられていくというようなことが

言われていたかと思うのですけれども、コ

ミュニティセンターのほうでは事務報告

とかでは、そういうのは出てきませんし、

生涯学習課のほうでつかんでおられるの

だろうと思うのですけれども、ちょっと教

えてもらえたらと思います。 

 ９番目、もう一つ、公民館に関わってな

のですけれども、同じページで公民館の施

設改修事業のところにバリアフリー化設

計検討等委託料が予算では３８０万円で

組まれておりましたけれども、未執行にな

っているのですが、そこの辺りについて聞

いておきたいと思います。 

 それから、同じページでもう１点、文化

財保護事業で１４１万６，３９５円という

ことがあります。文化財保護に関わっての

取り組みは、あまり身近に見えてこないの

ですけれども、事務報告書では幾つか挙が

っております。その中身について、どうい

ったことを、例えば立会いの調査、試掘の
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調査というようなことがあるわけですけ

れども、そこら辺りの調査に出向く基準と

か、そんなのも含めて教えていただけたら

と思います。 

 次に、１１番目です。次世代育成部のほ

うに移って、子育て支援課に関わってです

が、学童保育の事業について少しやり取り

がありましたけれども、１５４ページのと

ころに学童保育事業というのが上がって

おります。これにつきましては、昨年度、

民間委託に３校を切り替えるに当たって、

運営引継業務の委託料を組まれて、この事

業をされているかと思うのですが、ちょう

ど年度末に新型コロナウイルス感染症の

流行が重なってきて、年明けも、しばらく

大変だったかなと思うのですが、そこら辺

りで引継業務がどうだったのか、この際で

すので聞いておきたいと思います。 

 次に、１２番目です。家庭児童相談課の

ほうですけれども、これは決算概要の８６

ページで、児童虐待防止キャンペーン事業

１０万９，８４１円というのが組まれてお

ります。国庫補助の補助金なんかも出る中

で、この事業のところにも充てられている

ということなのですが、取り組みの紹介と

いいますか、ちょっと特徴的なものとかが

あれば、この際お聞きしておきたいと思い

ます。 

 次、１３番目です。子ども教育課に関わ

る部分になります。決算概要８４ページの

ところに、民間保育所等入所承諾事業とい

うのがありますが、予算のときにもお聞き

しましたが、やはり、この間、待機児童の

問題というのは気になっていて、その解消

のためにも保育士の確保が課題なんだと

いうようなことで取り組まれてきました。

保育士の確保で、公立の保育所のほうでも

保育士が集まりにくいということが言わ

れております。そういった中で、課題意識

と問題解決にはどうしたらいいのかなと

いう、ここら辺りのことでお考え等があり

ましたら聞いておきたいと思います。 

 １４番目です。決算概要８４ページにな

りますが、民間保育所等施設整備補助事業

ということで出ておりますが、前年度は分

園が２か所、それから園舎建て替え１か所

ということでやられてきたかなと思うの

ですが、保育の定数は、こうやってふえる

のですけれども、まだちょっと待機児童解

消までは至っていなくて、その見込みとし

て今後の保育所整備について、この際です

から聞いておきたいと思います。 

 最後１５番目ですけれども、今年度から、

この文教上下水道常任委員会の所管に出

産育児課が新しく入りまして、昨年の決算

でありますから、事業は昨年は保健福祉課

のほうになっていたかと思うのですが、決

算概要の９２ページのところに妊娠・出産

包括支援事業３２２万９，１６０円という

のが上がっております。昨年取り組まれた

中身についても、そうなのですけれども、

今年の春から教育委員会に機構改革で移

管されてということもあって、ここら辺り

の違いというか、どんな形に今なっている

かなということを含めて、お聞かせいただ

けたらと思います。 

 以上、１回目です。 

○三好俊範委員長 答弁を求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 教育政策課の１点

目のご質問に答弁させていただきます。 

 小・中学校施設改修事業のトイレとエア

コンの工事につきまして、どの程度進んで

いるのかというお問いでございます。 

 まずはトイレについてでございます。ト

イレの改修工事につきましては、７か年の
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計画で、小・中学校１５校の、特に汚れや

臭いのひどいところから順次改修を進め

ていっているところでございます。ちょう

ど令和元年度から工事が始まりまして、昨

年度につきましては、第一中学校と味生小

学校の工事を完了させていただきました。 

 また、昨年度につきましては、文部科学

省のほうから国土強靭化関連事業として、

耐震化、防災機能強化、トイレ改修につい

て十分な予算を確保していることから、各

市町村で改修の事業を計画しているので

あれば、前倒しをするようにと実施を呼び

かけられました。特にトイレ改修のような

部分的な改修事業につきましては、今後は

採択が極めて難しくなるということも呼

びかけておられましたので、昨年度に５校

分の前倒しをさせていただいております。

昨年度、その５校の実施設計をいたしまし

て、繰り越しまして、本年度、第二中学校、

第三中学校、千里丘小学校、味舌小学校、

摂津小学校の改修工事に取り組んでいる

ところでございます。また、来年度に向け

まして、鳥飼北小学校の改修についての実

施設計に取り組んでおります。来年、まだ

予算の関係等がございますが、できたら鳥

飼北小学校の工事に取り組ませていただ

きたいと思っております。 

 それから、エアコンの設置についてでご

ざいます。普通教室につきましては、これ

までに設置を完了しておりましたが、特別

教室のエアコンの設置が前年度ではまだ

できておりませんでした。こちらにつきま

しても、国のほうの特例で創設されました

冷房設備対応臨時特例交付金を活用させ

ていただきまして、特別教室のエアコンに

つきましても設置が完了している次第で

ございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 ただいまのご質

問のうち、教育政策課の小学校及び中学校

給食に関してのご質問に対して、ご答弁申

し上げます。 

 委託検証の中身というお問いでござい

ましたけれども、委員がおっしゃっていた

だきましたように、小学校につきましては

令和元年度から委託会社のほうが変更と

なっておりまして、味舌小学校、摂津小学

校、三宅柳田小学校においてはシダックス

大新東ヒューマンサービス株式会社、千里

丘小学校、鳥飼西小学校におきましてはハ

ーベストネクスト株式会社に委託してお

ります。 

 委託の検証についての中身でございま

すけれども、小学校におきましては、委託

会社の実務につきまして、学校給食会の委

員が各学校を回りまして、衛生面であった

り、調理面であったりとか、あと配膳に関

しての給食内容等を点検項目に基づいて

確認しております。中学校につきましては、

現在委託しておりますのが株式会社お弁

当の浜乃家でございまして、こちらの工場

のほうに、こちらは大阪府松原市にあるの

ですけれども、そちらのほうに調理作業中、

朝の７時半から８時の間に工場に赴いて

いるのですけれども、同じく衛生面、調理

面、あと配送等について点検及び指導を行

っております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 山根参事。 

○山根学校教育課参事 ３番目の職員人

事に関わるご質問に、お答えいたします。 

 教職員人事事業、まず消耗品費について

でございますが、こちらは教員の意欲、資

質能力を一層高めていくために、校長が子

どもたちの授業に対する受け止めを踏ま
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えて、教職員を指導、助言することが必要

となります。このような考え方から、大阪

府では府費負担教職員の評価・育成システ

ムの実施に関する規則に基づきまして、授

業アンケートを行うこととされています。

そのアンケートの適切な取り扱いのため、

回収用の封筒として使用しているもので

ございます。 

 もう１点、教職員人事システム改修委託

料についてでございます。平成２０年度に

教職員の人事記録をデータ化して以降、学

校教育課内の独自サーバーにマッキント

ッシュ機を使いまして、人事記録の管理を

してきました。サーバー機や端末の故障等

の不具合がありましたので、市のサーバー

のほうに統合、また、市のほうで貸与され

ているウインドウズ機でも使用ができる

ように、ソフトウエアのバージョンアップ

をするという趣旨の改修でございます。本

年度は大きな不具合もなく、適切に使用が

できている状態でございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、４番目の

質問で学習サポーターの募集の内容につ

いて、ご答弁申し上げます。 

 学習サポーターにつきましては、基本的

に地域の人材などを学校独自で確保して

いくという形を取っています。例えば、大

学生なども学習サポーターとして活用可

能なのですけれども、そういう場合は大学

に近いところのほうが活用が多いという

形になっております。 

 学校教育課としましては、例えば、保護

者の方にチラシを配ったりとか、退職教職

員の会の方にお話をしたりとか、あと近隣

の大学回りを行って募集するなどして、各

学校の活用が進むように取り組んでいる

ところです。 

 続いて、５番目の学校マネジメント支援

事業のスクールサポーター人員増につい

ての効果についてですが、こちらは配置校

にヒアリングを行ったところ、配置された

教職員のほうから、例えば、「心のゆとり

を持って子どもと向き合う時間が増加し

た」とか、「業務改善が進んだ」というよ

うな声を聞いております。 

 また、教職員の時間外勤務時間を見てみ

ますと、スクールサポーター配置前の平成

２９年度から比較して、平成元年度では時

間外勤務時間が管理職を含む教職員一人

当たり、スクールサポーター配置校で月平

均６．９時間の削減となっております。ま

た、未配置校では３．９時間の削減となっ

ておりまして、スクールサポーター配置校

のほうが３時間多く削減されております。

効果が見られていると捉えております。 

学習サポーターの配置につきましては、

各学校に配置時間を割り当てております。

その配置時間に沿って、学校が計画的に活

用していくという方法を取っております。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 教育支援課所管分

について、ご質問に答弁いたします。 

 就学児指導事業に関する報償金につい

てのご質問ですが、教育支援会議の開催に

係る委員謝金として、報償金を予算計上し

ております。 

 昨年度は就学相談として９３件、保護者

から就学先の相談がございました。具体的

には、支援学校へ進むべきか、地域の小・

中学校へ進学し、支援学級に在籍するか、

または通常学級へ在籍するべきかという、

保護者の悩みは様々ですが、担当指導主事

が丁寧に対応しているところでございま

す。支援学校と本市の小・中学校での支援
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学級、通常学級での体験入学を経て、保護

者は就学先を決定していきますが、これに

加えて、教育支援会議では、就学先を総合

的に判断するため、専門家の意見を参考に

するというものでございます。 

 謝金の対象者は、医師や学識経験者でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 それでは、生涯学

習課に関わります４点について、お答えさ

せていただきます。 

 まず成人祭でございますが、成人祭のコ

ミュニティプラザで行っている内容なの

ですが、こちらにつきましては、先ほども

説明を若干しましたが、青少年指導員が中

心となって行っていただいております。こ

ちらのほうは、お菓子とか飲物、飲酒を伴

わない飲食をこちらで成人された方にご

提供しております。 

 昨年度から記念に残るようにというこ

とで、ＳＮＳ映えとなるような写真を撮る

場所を２か所設けて、写真を撮っていただ

くことも行っております。 

 次に、別府コミュニティセンターのこと

でございますが、従前の別府公民館と同様

に、講座のほうは行っております。公民館

の年間の講座を決める際に、別府コミュニ

ティセンターの職員も入っていただいて、

講座内容等を決定している状況でござい

ます。 

 施設のバリアフリー化の業務設計委託

料が未執行の理由でございますが、こちら

につきましては平成２９年度にエレベー

ターの設置されていない味生、新鳥飼、鳥

飼東公民館のバリアフリー化調査を実施

しました結果、３館ともエレベーターの設

置は可能との結果が出ております。設置に

は高額な費用がかかることから、バリアフ

リー化の優先度の高い味生公民館の利用

者のアンケートを取らせていただいてお

ります。アンケートの結果ですが、エレベ

ーターをすることによって味生公民館の

ロビーが非常に狭いということで言われ

ていまして、建て替えを望むという声が非

常に多かったということで、建て替えにつ

いて検討のほうをさせていただいたとい

うことでございます。 

 最後に文化財でございますが、こちらの

内容でございますが、文化財の保護啓発、

文化財調査研究が事業内容でございまし

て、主には、埋蔵文化財が埋まっている可

能性がある場所については試掘と立会い

をさせていただいております。それ以外に、

出前講座とか、埋蔵文化財の立会い、それ

と令和元年度に至っては、大阪府指定有形

文化財に指定されております金剛院の住

職とか有志を対象として、文化財の防火令

に合わせて防火訓練等を行っております。 

文化財保護の調査基準についてです。基

本的には、文化財が出てきた区域であると

なれば立会いと協議を行っているという

状況でございまして、あとは、それ以外の

ところでも２メートル以上の深さでは立

会いと協議を行うことになっています。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 学童の件でご

ざいます。 

 委託に当たっての引継期間の新型コロ

ナウイルス感染症の影響はいかにという

ことだったと思います。この引継ぎにつき

ましては、仕様書の中で令和２年１月から

３月の間で３０日以上の日数を設けて、実

地による引継ぎを行うということになっ

ております。この新型コロナウイルス感染
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症防止対策として、小・中学校は３月は臨

時休業を行うことになりました。学童につ

きましても、新型コロナウイルス感染症対

策を取りながらの運営となりましたけれ

ども、特に引継ぎにおいての影響はなかっ

たものと考えております。逆に、臨時休業

がなければ通常保育ということで、お昼か

らの保育になるのですけれども、臨時休業

になったことによって１日保育になりま

したので、逆に十分な引継ぎの期間が設け

られたのではないかなと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 木下部参事。 

○木下次世代育成部参事 そうしました

ら、質問番号の１２番、決算概要８６ペー

ジの児童虐待防止に向けた取り組みにつ

いて、ご答弁申し上げます。 

 虐待防止につきましては、早期の発見、

早期の対応が非常に大切であると考えて

おります。そのための体制整備や対応能力

の向上に努めているところでございます。

やはりマンパワーの充実が非常に重要で

欠かせないということでありますので、レ

ベルアップを図るようにしているところ

でございます。 

 その方策といたしましては、先ほど村上

委員のご質問にもお答えいたしましたよ

うに、学識経験者などからスーパーバイザ

ーを受けるでありますとか、あと、大阪府、

それから市町村の連絡会などで開催され

ます研修会へ積極的に参加するといった

取り組み、それから、我々の課だけではな

くて関係課や関係機関に向けた研修会の

開催、こういったことを実施しているとこ

ろでございます。 

 本市の特徴的なことというご質問もご

ざいましたけれども、他市の児童相談の担

当課にお聞きした場合、学校園所との壁が

非常に大きく、連携しにくいというような

ことを耳にすることが多いのですけれど

も、そういう意味では本市の場合、同じ教

育委員会内の組織であるという強みがご

ざいます。校長会、教頭会開催のときには、

毎月、我々管理職が参加に努めておりまし

て、国の制度の動向でありますとか、あと、

先ほどお話がありました虐待のキャンペ

ーンのときなんかには、様々なやり取りを

させてもらって、連携に努めております。

また、年度当初に学校を訪問して、事案が

発生した際の注意事項などをご説明させ

ていただいております。 

 それと、今年度からは母子保健とも同じ

部となりましたので、こういった強みを活

かして、さらに虐待防止の取り組みに努め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、こども

教育課に関わりますご質問にお答えしま

す。 

 決算概要８４ページ、民間保育所等入所

承諾事業、保育士の確保に向けた課題とい

うことでございます。 

 午前中に村上委員のご質問にもござい

ました、そこでもお答えさせていただいた

のですけれども、やはり保育士の給与面の

処遇とかが業務に見合っていないという

のが大きな要因であろうと考えておりま

す。保育士の給与面の処遇というのは、国

が定める公定価格によって左右されます。

ですから、本来的には保育士の処遇改善と

いうのは国のほうが実施するべきだろう

と考えております。保育士を市町村の独自

の施策で奪い合うようなことがないよう、

どこでも保育士が生きがいをもって安心

して働ける、子どもに向き合えるという環
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境づくりというのが必要であろうと考え

ているところでございます。 

 次に、民間保育所等施設整備補助事業に

ついてでございます。 

 これまでも、施設整備につきましては、

新設したりとか、建て替えなどによって、

年々、定員のほうを増加させているような

状況でございます。 

 今年度についても整備を行っておりま

して、来月、１２月に千里丘東２丁目のほ

うで４５名定員の保育所を開設する予定

でございます。さらには、来年６月頃に三

島３丁目のところで定員３０名の保育所

型認定こども園を開設する予定でござい

ます。これには１号定員１５名を合わせる

と定員４５名になるというところでござ

いますけれども、さらに、令和４年４月に

は、せっつ幼稚園を公私連携幼保連携型認

定こども園として民営化しまして、保育定

員を設けて待機児童の解消を図ってまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 有場課長。 

○有場出産育児課長 それでは、質問番号

１５番、決算概要９２ページの妊娠出産包

括支援事業についてのご質問に、お答えい

たします。 

 本事業につきましては、妊婦の全数面接

などを実施するための母子保健コーディ

ネーターに係る人件費が主な内容となっ

ております。 

 ご質問で機構改革の前後の違いという

ことでございますけれども、まず、保健師

の業務環境といいますか、以前、保健福祉

課におきましては、母子保健に加えて成人

保健、健康づくり、地域福祉などの業務を

所管しておりました。特に本市は健都を抱

えるまちでございまして、健康づくりの部

分がまた高齢者の２０２５年問題なども

ありまして、その部分のウエートがどうし

ても大きくなってきておりました。加えて、

母子保健も、成人保健も、地域福祉もどん

どん事業が拡大していくという状況が続

いておりました。以前は、保健師は出産前

からお年寄りまで全ての住民の健康につ

いて考えてきたところですけれども、やは

り業務量として、このまま続けていくのが

難しいような状況もあったものと思いま

す。 

 機構改革後は、出産育児課ということで

主に乳幼児を対象に子育て支援策等に取

り組める、恵まれた環境が出来上がったも

のと考えております。特に、母子保健コー

ディネーターなどの保健師と利用者支援

員の保育士の連携がかなり深まったこと

でございます。同じ課内にいますので、こ

こでいろいろなことを話し合って、いろい

ろなことを変えていけるような環境が出

来上がったと。かつ、これは距離的な問題

もございますが、６階のワンフロアで子ど

もに関することのほとんどができるよう

になったということがございます。虐待部

門との連携なども、逐次連絡が取り合える

状況にあります。なおかつ、教育委員会各

課の動きも、かなり見えてきたような状況

でございます。それに伴い、今年度は新規

事業も立ち上げていきまして、どんどんど

んどん事業のほうが拡大していっている

ような状況にございます。 

 今後も、この恵まれた環境を生かして、

子育て支援策等に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ２回目の質問をさせていた

だきたいと思います。 
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 最初に、小学校・中学校の施設改修事業

に関わってです。 

 トイレの問題は、７か年計画というのを

つくられていたわけですよね。それを前倒

しして幾つか、昨年、今年で予算もついて

きたということだと思います。そうである

ならば、７か年計画を立てていたけれども、

見通しとしてはどれぐらいで、これをやり

切ることができるのかなみたいな、もし分

かれば聞いておきたいなと思います。 

 それと、エアコンについてですけれども、

エアコンは普通教室に続いて、特別教室で

も一定設置が完了したというようなこと

になりますが、エアコンの性能の問題とし

て、今、新型コロナウイルス感染症のこと

がやっぱり気になるのですが、夏場、冬場、

なかなか換気が必要なわけですけれども、

窓を開けたまま授業をすることというの

は季節的にはやっぱり難しくなってくる。

エアコンの性能によっては窓を開けてな

くても外部の空気との循環ができるよう

なものもあるのかなということを思えば、

そういった機能については、今、学校はど

ういった状況なのかなというようなこと

を聞いておきたいなと思います。 

 次に、給食についてです。先ほどの答え

の中で委託検証会議のほうが年間を通し

て取り組まれてきて、小学校のほうは順次、

それぞれの学校を回ってやっていますけ

れども、中学校給食のところは株式会社お

弁当の浜乃家に年間５回、事務報告の中で

は行っているのですけれども、それは毎回

見るところが違うのか、その中身について

聞かせてもらえたらと思います。 

 それから、中学校給食の点でもう１個、

事務報告の中では、やっぱり喫食率のとこ

ろで５％というようなこともお聞きしま

したけれども、少ないなと思うのですが、

とりわけ第四中学校区のところが飛び抜

けて低いなとあるのですけれども、そこら

辺りの何かしら要因というか、分析みたい

なことでされているのかどうか、前にもた

しか指摘したことがあったかなと思うの

ですけれども、もし分かれば聞いておきた

いと思います。 

 次に、３番目のところで教職員の人事事

業の部分です。ここの決算で上げられてい

る部分については、なるほどということで、

今お聞きいたしました。教職員人事の問題

でいうと、やっぱり多忙化というようなこ

とが近年、随分と問題になっているなと感

じるわけですが、そういったところの多忙

化解消に向けての取り組みみたいなこと

が担当所管のほうでお考えがあったら、お

聞きしておきたいと思います。 

 次に、４番目の学習サポーター派遣事業

の部分で聞かせてもらいました。学力向上

支援委員のところも同じかなと思ってい

るのですけれども、学校のほうで、これだ

け入ってほしいみたいなことも一定オー

ダーみたいなことをされているのだなと

いうことが先ほどの答えではあったと思

うのですけれども、事務報告の中で見てい

ると、入っている学校と入っていない学校

というようなことがありますよね。中学校

の学力向上支援員のところは、人数が一人

埋まらなくて、第五中学校のところには行

けなかったというようなことをおっしゃ

られましたけれども、学習サポーターの部

分でいったら小学校はほぼほぼ入ってい

るのだけれども、中学校のところは第二中

学校だけが入っているみたいなこととか

で、これもどうしてなのかなということが

ありましたので、もう一回、そこをお聞か

せいただけたらなと思います。鳥飼西小学

校が入っていなくて第二中学校に入って
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いるということなので、そこを聞いておき

たいと思います。 

 ５番目のところで学校マネジメント支

援事業のスクールサポーターの配置につ

いて効果が出ているのだというようなこ

とで、効果が出ているから前年３名だった

のを７名にふやしてということになって

いるかと思います。そういった点で、スク

ールサポーターの、ぜひ入ってほしいとか

いうようなことで、引っ張り合いになった

りしていないのかなという、ここら辺りも

今後の増員とかがあり得るのか聞いてお

きたいなと思います。 

 次に、６番目です。教育支援課のところ

で、就学児指導事業の点をお聞かせいただ

きました。障害がある支援を必要とされて

いるお子さんがふえていてというような

ことで、いろいろと取り組みがされていっ

ているのだなとも思うわけですが、私も割

と最近相談を受けた市民の方で、小学校に

自閉的な障害のあるお子さんを通わされ

ているのだけれども、なかなか、やっぱり

年齢が高くなってくると、学校のお友達も

含めて、ついていけなくなってきたなみた

いなことがあって、やっぱり支援学校のほ

うがいいのだろうかというようなことの

悩みを持っておられたけれども、途中から

支援学校に移るのは難しいというような

ことで言われているというようなことで、

小学校６年生まではこのまま通わせて、中

学校から移ろうかなみたいなことで、今は

そういうことを考えられているというこ

とを聞いたのですが、実際、希望があった

場合、希望さえすれば支援学校に行けると

か、いやいや支援学校もいっぱいだから、

やっぱり行けないとかいう状況なのかど

うか、そこら辺りの希望する進路と受入側

の体制というところの点で、今、状況とし

てはどうなのか、分かればお聞きしておき

たいと思います。 

 ７番目です。成人祭の開催のことについ

てお聞かせいただいたのですけれども、ま

た今年度も、もうじきやってくるわけなの

ですけれども、そういった際にやっぱり気

になるのは、今の新型コロナウイルス感染

症の関係で多くの人が密集するというこ

とになるのか、どうなのか。市民文化ホー

ルのほうは１１月から定員数が緩和され

て、これまでだったら半数の２００人ちょ

っとしか入れないということで、いろいろ

な行事がもう中止になったかと思うので

すけれども、そこら辺りが緩和された兼ね

合いからすると、従来どおりでいけるのか

なということも考えられなくはないので

すけれども、そうしたときに考えられてい

る成人祭の取り組み方みたいな、そんなの

が分かればお聞かせいただきたいと思っ

ています。 

 次に、公民館講座開催事業の関係で、別

府コミュニティセンターのことを聞いた

ら所管から外れるかなとも思ったのです

けれども、ただ、以前の議事録なんかをめ

くっていても、やっぱり公民館的な機能を

残しながらやっていくのだということが

言われていたと思うのです。そういった観

点から、講座がこれまでだったら六つの公

民館があって、それで共催の行事なんかも、

いろいろと取り組まれてきていたけれど

も、それがだんだんなくなってきたりはし

ていないのかなという点、そこら辺りの点

で今後の講座に関する考えを聞いておき

たいと思います。 

 あと、９点目のバリアフリー化設計検討

委託料のところで、これも味生公民館のこ

とが今後の検討課題になっているのだと

いうことはお聞きしていたところなので
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すけれども、建て替えの検討で建て替え時

にはまたコミュニティセンター化みたい

なこともあるのかなということからすれ

ば、社会教育の場として、これまでいろい

ろと取り組まれてきた公民館の在り方と、

それと、今後検討されている多目的に使え

るというふうなところと、どうしたらいい

のというようなことを、私のほうから別に

言うことはないんですけれども、ただ、こ

れまで言ってきたことは、やっぱり社会教

育としてのいろんな位置付けというのは

残していくということがあったと思うの

で、そこら辺りのところでもう一度、別府

コミュニティセンターのことをちょっと

掘り返すようなことになりますけれども、

聞いておきたかったなというようなこと

でございます。９番のところは、今後のこ

とについての答弁は結構ですので、意見と

しておきます。 

 あと文化財保護事業の点では、文化財保

護の取り組みってなかなか普段の日常上

で見えにくい部分ではあるんだけれども、

保護するだけじゃなくて活用していくこ

とっていうのも必要なのかなというふう

に思ってまして、これまで明和池遺跡であ

ったりとか、そういったことで試掘なんか

もされて、発掘なんかもされた物っていう

のはあるのは知ってるけれども、なかなか

その表に出てくる場というのが少ないな

というふうに思ってます。 

 そんな中で今回ちょっといろいろと、事

務報告を見てたりすると、桜町でも試掘を

してるのかとか、三島の辺りでも立会調査

をしてるのかというようなことで、そこら

辺りにも何かあるのかなというようなこ

とを少し思ったので聞いてみたんですが、

開発の関係で２メートル以上掘るってい

るようなところは、大体あるなしにかかわ

らずに立会いはするんだというようなこ

とで理解してたらいいですかね。 

 また、そういった地域の歴史であったり、

そういうものに触れる機会っていうよう

な点で、また文化財の問題、今後も取り組

んでもらえたらと思います。この点も特に

答弁は結構です。 

 次、１１番目です。子育て支援課に関わ

る部分で、学童保育の民間委託で、運営の

引継ぎについて聞かせていただきました。 

 今回については、十分に準備期間も取っ

てきたしということで、スムーズにいけま

したというふうなことでありますけれど

も、そうでなかったらある意味まずいなっ

ていうようなことにもなっていくんです

が、ただ、将来先々のことを考えたときに

は、本当にその民間委託の方向性っていう

のがどうなのかっていうようなことは、私

たちも日本共産党会派としてはちょっと

反対してた手前もありますし、しっかりチ

ェックもしていきたいなというふうに思

うのですけれども、委託を受けていただい

ている法人のところは、保育所の運営もさ

れていますよね。保育士の確保についても

課題もあって、なかなか定員のところまで

しっかり受け入れるのが難しいというよ

うなところも出てくるかというふうに思

うんです。 

 そういった意味では、今後のその動きに

ついても見ていきたいというふうに思い

ますし、３年ごとの委託の更新なんかって

いうようなことも課題になってくるとい

うふうに思いますし、そこら辺りのところ

については、また見ていきたいというふう

に思います。この点については、以上で終

わっておきたいと思います。 

 あと、家庭児童相談課に関わって、虐待

防止についてお聞かせいただきました。子
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どもを守るっていうふうな観点で、ほんと

にこのような取り組みは大事だというふ

うに思っておりますし、同時にいろんな社

会的な背景もあって、その虐待に至ってし

まうというふうなケースも出てきてると

思うんです。 

 最近のことでいったら、新型コロナウイ

ルス感染症の関係で家庭に巣籠もりする

中で、そこでのストレスが子どもに行って

しまったりっていうふうなことも報道で

あったりしました。そういったこともあり

ますし、またその親御さんがそうなってし

まったときに、そこをフォローしていくと

いうか、そうならないための支援というよ

うなことについても大事な課題だという

ふうに思うんです。 

 実際、これまでに議員になってから何件

か虐待をしてしまった親御さんからの相

談なんかも聞いたことがありますけれど

も、その話を聞いて、自分はもうそんなつ

もりなかったのにというふうなことを言

ったりしてても、実際にやってしまったら

それは虐待ですよねっていうふうなこと

であります。 

 それから、その後の行政の対応が、もう

本当に不満があるみたいなことで、大阪府

の子ども家庭センターに対する不信感ば

かりが募るような、そういったことなんか

もやっぱりあったりするんです。 

 そういった点からしたら、もうちょっと

身近な市のほうがそこの辺りをどうにか

間に入るようなことも必要なのかなとい

うふうなことが問題意識としてはあった

りするんですが、ちょっとそのいわゆるそ

の子どもの支援ももちろん大事だし、しっ

かりそれと併せて、親支援みたいなところ

の取り組みが市としてどういうふうにさ

れているのか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

 それと１３番目で、保育士確保の課題に

ついてお聞かせいただきました。先ほど課

長の答弁の中で、保育士の処遇は基本的に

は国のほうで公定価格というのがあるん

だというようなことをおっしゃいました。

その中には、公務員の給与とかとも連動す

る地域手当みたいなのを法定価格のほう

に連動していったりするわけですよね。 

 私も以前はそんなこと知らなかったん

ですけれども、前にその文教上下水道常任

委員をしているときに視察で伺った埼玉

県戸田市で聞くと、戸田市も周りの市と比

べて、そこだけが低いから保育士確保に課

題があるんだというようなことをおっし

ゃってましたけれども、摂津市としても、

やっぱりそこはそれで要るというふうに

私は思ってます。 

 本当に国に対して言っていかないとい

けないことでもあるんですけれども、喫緊

の課題としては、やっぱり待機されてる子

どもです。保育所をこれまで整備してきて、

定員はまだあるのに、そこに定員数まで子

どもが入れられないというふうな問題が

あって、そういった点はさらにちょっと踏

み込んだ検討をお願いしたいなというふ

うに思います。 

 民間保育士もそうですけども、公立のと

ころについては、市としてやらなければな

らないことだなというふうに思ってます

し、これはここの所管じゃなくて、もう人

事課のほうになってくるのかもしれない

んですけれども、公立のほうはやっぱり非

常勤職員が集まらないというか、足りない

わけですよね。 

 正規の職員をふやさないことには、ここ

のところはほんとに解消しないんじゃな

いのかなというふうに思ってて、正規の職
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員を募集しても来ないっていうのは、そん

なことはあり得ないと思うんですよ。多く

の保育士を希望されてる方が、公立は高い

ハードルだというようなことで、民間のと

ころで給料が安いけども頑張ってるとい

うふうな、そんなことがありますから、そ

このところは、また教育長のほうからも人

事課のほうにそういったことも言ってお

いてもらえたらなと思います。要望で終わ

っておきます。 

 １４番の民間保育所の整備の関係で聞

きましたら、この点については、ある意味

頑張って、やっぱりふやしていってもらっ

てるというふうに思います。ただ、将来的

なことを考えたときには、子どもの数がど

こまでふえるのかというようなことがあ

ろうかというふうにも思いますので、そこ

ら辺りのところを考えつつ、今の時点では

整備していくというようなことで頑張っ

ていただきたいと思います。これも答弁の

ほうは結構です。 

 最後１５番目のところで、妊娠出産包括

支援事業について、新たに出産育児課がで

きたこの間の様子についても含めて聞か

せていただきました。子どもを安心して産

み育てられるような、そういう市にすると

いうことで、摂津市もこのことを目標を持

って取り組んでこられてるというふうに

思います。 

 そうした中で、やっぱりその保健師の仕

事が本当に多岐にわたってというような

ところ、出産育児課においてはある意味中

身を絞って、絞った中身で濃い役割を果た

していくんだっていうふうなことで取り

組まれている。そういったこともお聞かせ

いただきました。 

 また、木下参事のほうからは、しっかり

連携もしながらということもおっしゃっ

てましたけれども、今の子どもを育てる親

世代、若い世代のその状況の中で、私もい

つもその子どもの貧困問題というのが課

題としてあるんだというふうなことを言

ってたと思うんですけれども、子どもだけ

じゃなくて、子育て中の親がなかなか生活

が大変だっていうようなところがふえて

いる。そういう状況があるというふうに思

うんです。 

 午前中の村上委員からの質疑の中でも

あったと思うんですけれども、保育所の保

育料が払えなくて不納欠損になってしま

う。課長のほうから、応能負担の保育料な

のに、払えないのは何でだろうみたいなこ

となんかも、やっぱりあるかというふうに

思うんですけれども、本当に今の若い世代

の貧困というのは見えにくい形になって

しまってるのかなというふうに思ってま

す。 

 それは、例えばお家を持っていて、新し

い一戸建てに住んでたって、ローンが返せ

ないだとか、仕事が何かの拍子にもうなく

なってしまう。また、これから家庭をつく

っていくっていうような大事なときに離

婚してひとり親になってしまう。いろんな

ケースがやっぱりあったりすると思うん

ですけれども、それは表に表れたら支援の

しようもあるんだけれども、表れにくい課

題っていうのもいろいろあるっていうふ

うに思ってます。 

 そんなところで言ったら、入り口から、

子育て、それから教育、多岐にわたって、

チームの中でこういう変化をつかんでい

ってもらうというのが、子どもの貧困対策

みたいなところの解決の糸口なんじゃな

いのかなというふうなことも、ある意味思

っています。ぜひまたそういった意味では、

役割も果たしてもらえたらなというよう
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なことで、この点についてもちょっと要望

として、２回目の質問を終わっておきます。 

○三好俊範委員長 暫時休憩します。 

（午後２時１４分 休憩） 

（午後２時１５分 再開） 

○三好俊範委員長 それでは、再開します。 

 ２回目答弁求めます。 

 松田課長。 

○松田教育政策課長 小・中学校施設改修

事業についてでございます。 

 まずはエアコンの性能についてでござ

います。外部との循環ができる機能つきか

どうかというお問いでございますが、おお

むね新型コロナウイルス感染症以前につ

けておりますので、そういった最新の機能

のついたものではなく、標準的なエアコン

をつけさせていただいております。最初に

普通教室につけさせていただいて、かなり

年数もたっております。中には１０年近く

たち老朽化しているもの、性能が落ちてい

るものもございますので、今後の取り替え

の際にいろいろな機能を検討してまいり

たいと考えております。 

 トイレの改修工事についてでございま

す。平成３０年度から当初７か年というこ

とで計画を立てておりまして、見通しとし

ては順番に行けば令和６年に完了の予定

となっております。ただし、当課におきま

しては、一方で今年より始めさせていただ

きましたＬＥＤ化もございます。電気設備

が各校老朽化しておりまして、こちらは安

全のためにも古いものから順番に工事を

スタートさせていただいております。 

 またエアコンにつきましても、昨年度よ

り委員の皆様から体育館についてもご要

望等を頂いていたと思います。今、そちら

についても検討させていただいておりま

して、今後につきましては、かなり工事の

数がふえてまいりますので、当課といたし

ましても、教育委員会以外にもたくさんの

工事があると思いますので、コスト面や、

また関係課との調整もさせていただきま

して、改めて計画立てていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 そういたしまし

たら、教育政策課における給食に係る質問

に対しましてご答弁申し上げます。 

 中学校給食の委託検証について、毎回見

るところが同じなのかというお問いにつ

いてでございます。基本的には、見るとこ

ろに関しましては同じとなっております

けれども、前回の検証の中で指摘をしてお

るところを重点的に見ております。ただ、

日々調理する内容が異なっておりまして、

またそれによって使う器具も異なります

し、調理方法も異なっておりますので、全

く同じものというものはございません。な

おかつ、委託検証の際は、違う工程の献立

の日を選んで検証のほうを行っていると

ころでございます。 

 次に、第四中学校に関してのお問いに関

してでございます。 

 確かに第四中学校においては、最も喫食

率が低くなっています。私どもといたしま

しては、第四中学校の生徒が中学校給食に

なれ親しんでいないことが原因なのでは

ないかというふうに考えておりまして、他

校では教職員も喫食、先生が教室の前で給

食を食べることによって、先生も食べてい

るということで、興味を持ってもらえると

いうことは聞きますので、第四中学校のほ

うにも赴きまして、教職員の方々の喫食を

お願いしたところでございます。 

 ただ、教職員の先生方の喫食率に関しま
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しては、上がったんですけれども、生徒の

喫食率は上がらないという状況になって

おりまして、また、これもほかの学校では

効果があった方法なんですけれども、乗り

入れスクールといいまして、小学校６年生

の児童が中学校のほうに中学校体験とい

うことで行くんですけれども、その乗り入

れスクールの際に中学校給食を喫食して

いただくということも、平成３０年度と令

和元年度、２年続けて実施を行いましたが、

なかなか数字としては表れていないとい

うのが実状でございます。 

 学校のほうに赴きまして、事情のほうを

聞きますと、どうも生徒の中には保護者の

作るお弁当ではなくて、いわゆる買い弁当

がほかの学校よりも多いのではないかと

いうお声も頂きましたので、こういったこ

とから、まだ我々が考えることができてい

ない問題があるのではないかということ

が想像できますので、引き続き様々な検証、

取り組みを行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 山根参事。 

○山根学校教育課参事 ３番目のご質問、

教職員の多忙化解消に向けた取り組みに

ついてお答えをいたします。 

 市教育委員会からの報告書等の精選で

ありますとか、校務支援システムの導入、

勤務時間外に電話を音声ガイダンス対応

にするといった取り組みや、スクールサポ

ーター等の支援人材の配置などにより、負

担軽減を進めております。また、水曜日の

一斉退校日でありますとか、お盆期間の夏

季一斉閉庁日といった取り組みを通して、

心身のリフレッシュの機会も取りながら、

意識改革を進めたいとも思いまして、取り

組みを進めております。 

 引き続き、教職員が心身ともに健康に子

どもたちとしっかり向き合う時間を確保

できるよう、今後も学校の状況を把握しな

がら、取り組みを進めていきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、四つ目の

質問、学習サポーターの小学校には活用が

多く、中学校には活用が少ない状況につい

てご答弁申し上げます。 

 先ほど時間数を市として配当して活用

していくと説明をさせていただきました

が、令和元年度まで小学校は学習サポータ

ー、中学校は学力向上支援員のほうを多く

学校に配当しておりました。中学校は学力

向上支援員を多く配当していたのですけ

ども、これは先ほどご答弁申し上げました

ように、募集については基本各学校で行う

こととしておりました。しかし、学校によ

り人材の確保、集めることができない状況

などがあり、学校間の格差が課題として

我々としても捉えておりましたので、募集

を先ほどのように、例えばチラシを配布す

るとか、大学回りを行うとか、そういった

対応を市として行いまして、配置のコーデ

ィネートを進めているところです。今後も

学校間で偏りがないように、対応していき

たいと考えております。 

 続いて五つ目の質問、学校マネジメント

支援事業のスクールサポーターの今後の

方向性についてのご質問に対してです。先

ほどご答弁申し上げましたように、効果に

ついては実際に出てきておりますし、学校

からの要望も高く、ニーズがあるものだと

いうふうに捉えております。そのことを受

けまして、令和２年度は、児童数の多い摂

津小学校の２名配置を含めまして、市内の
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小・中学校に全校配置を行っているところ

です。 

 また、令和２年度につきましては、この

新型コロナウイルス感染症の対応もござ

いまして、府・国の補助金を活用して、さ

らに１５人分の予算を確保し、配置を進め

ているところでございます。このスクール

サポーターというものは、働き方改革の観

点からも必要性の高いものだと捉えてお

ります。また、今後もこの新型コロナウイ

ルス感染予防の対策は継続されていく可

能性が高いということから、今後も国の補

助金などを活用しながら、配置に努めてい

きたいというふうに考えております。 

○三好俊範委員長 藤山課長。 

○藤山教育支援課長 六つ目のご質問、就

学児指導事業に関するご質問にご答弁申

し上げます。 

 委員がご指摘のとおり、地域の学校、本

市立の小学校へ進学した後、６年間の中で

支援学校へ転学したいという相談をされ

るケースも中にはございます。お子さんの

発達特性によって困りごとはそれぞれで

すが、就学前課題であったことが、年齢が

上がり学習内容が進むにつれ、また思春期

に近づくにつれ課題が大きくなって、保護

者が不安に感じられるケースなどがござ

います。 

 支援学校で手厚く専門的な支援を受け

たいと希望、ニーズが変わった場合、受け

入れ先である府立支援学校を所管してお

るのは大阪府教育庁でして、在籍児童数の

管理からも小学校就学後途中の転学とい

うのは、なかなか認められないことが現状

ございます。ですので、小学校から中学校

へ進学する際、支援学校へというのがほと

んどでございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 ７番目、成人祭に

ついてでございますが、文化ホールについ

ては１１月１日から条件付きで１００％

利用可能となっております。それに基づい

て、成人祭については、現在のところは通

常どおり行う予定で、成人の方にも案内の

ほうは送らせていただいております。ただ、

コミュニティプラザで行っておる「青春フ

リータイム」飲食を伴うものについては、

今回は中止とさせていただきます。 

 次に、別府コミュニティセンターの合同

講座でございますが、こちらの講座につい

ては引き続いて一緒に取り組んでいきた

いと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 木下部参事。 

○木下次世代育成部参事 それでは、１２

番目の虐待防止に当たっての保護者支援

の観点についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 ご質問のように、相談対象のご家庭では、

保護者の様々な困り事、悩み事を抱えてお

られることが多いというように我々も感

じているところでございます。このような

状況に対応するためには、保護者を責める、

それから指導するということだけでは、な

かなか解決につながらないかなというふ

うには考えております。やはり家庭背景を

理解しながら、具体的な方策を提案して寄

り添っていくという必要があるというふ

うに考えております。 

 ただ、家庭児童相談課のみで支援してい

くには限界がございますので、母子保健の

担当課の保健師の支援でありましたり、地

域子育て支援センターでの親支援のプロ

グラムでありましたり、またアンガーマネ

ジメントを実施しておられるような機関
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のご紹介でありましたり、医療機関、精神

科への受診をお勧めしたり、療育機関の活

用を提案したり、学校園所での支援をお願

いしたり、こういった関係課、関係機関に

もご協力いただきながら、適切な支援を検

討してきております。このような視点も踏

まえて、再発防止につなげていきたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 弘委員。 

○弘豊委員 そうしましたら、３回目にな

ります。 

 最初の教育政策課の部分で、トイレ改修

の点、それからエアコンの点、いろいろと

課題としては大きいんだというようなこ

とで伺いました。トイレについてはぜひ計

画どおりに早急に進めていただくよう要

望しておきたいなというふうに思います。 

 一方で、電気工事等々に関わって、やっ

ぱりそれも後回しにはできないんだとい

うふうなことも分かりますし、限られた予

算内というようなことも理解ができます

が、そんな中でやっぱり優先的に取り組ん

でいくこと、それとやはり予算の増額の要

望、そういうようなことが必要になってく

るのかなというふうに思いました。 

 それと、エアコンのことで、これからや

っぱり秋冬の季節の特性上、新型コロナウ

イルス感染症対策に関わっては、学校でも

ほんとに注意というか危惧されてるとい

うふうには思うんです。夏場もやっぱり暑

い中でも窓を開けて授業されたりとか換

気もしたと思うんですけれども、冬の寒い

中でのこと、なかなか同じようにもいかな

いのかなというふうに思えば、何かしらや

っぱり対策を取っていかないといけない

ことってあるんじゃないかなというふう

に思います。 

 例えば、今朝結構冷え込みましたよね。

昨晩から、夜中も随分と寒かったんで、エ

アコンをかけててもなかなか底冷えする

もんだから、ちょっともうこの機会にスト

ーブを出しました。そうしたら、灯油がな

かったんでそれは使えなかったんですけ

れども。私ら子どもの頃、学校にエアコン

はもちろんなくて、教室の中にストーブが

あって、そういう環境だったじゃないです

か。今はもうストーブなんか置いてません

よね。エアコンがそういう換気の機能がつ

いてるものでないっていうようなことで

すので、それならどうすれば換気と両立で

きるのか、対策もまた考えていただきたい

というふうに思います。この１番目のとこ

ろは答弁のほうは結構です。要望としてお

きます。 

 次、２番目の学校給食に関わるところで

すけれども、中学校給食の委託検証会議っ

ていうのは繰り返し同じ業者だけどもや

ってるんだっていうふうなことでした。そ

うしなければならない理由というか、そう

いうのがあるか。小学校は年に１回見て回

るというようなことだけれども、そういう

ふうに繰り返しその現場に行ってやって

るというようなこと、それがあかんという

わけではないと思うんですけれども、ほん

とに必要なことやったらやればいいし、そ

の分もし必要なければ別のところに人も

時間も回せるというふうに思いますので、

そこを少しちょっと何かこうだからやっ

ぱりやらなければならないっていうよう

なことがあれば、お聞きしておきたいなと

いうふうに思います。 

 それと、喫食率がなかなか上がらないこ

との中で、第四中学校が飛び抜けて低いと

いうわけですけれども、ここの事務報告に

載ってる数を実際にその実施日数で割っ
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たときに、第四中学校の生徒が食べた食数

を日数で割ったら１日の喫食数が３食っ

ていうことになるわけですよね。本当にび

っくりするような数やというふうに思う

んですよ。先生たちが頼んでるから、そこ

は大体十何食かを届けるっていうような

ことになってるのかなというふうに思う

んですけれども、やっぱりこのままでは、

やってる意義がないなというふうに思っ

てしまいます。 

 ただ、私たち中学校給食はぜひやってほ

しいというようなことで求めてきた背景

には、子どもの心身ともに健やかな成長、

食育っていうようなこともあるし、食べら

れない子どもを生み出さないんだってい

うふうなこともありますし、そこら辺りの

ところでは、本当にやる意義っていうよう

なことを、もう一回押さえた上で、またそ

の中身についても調査検証していってい

ただきたいなというふうに思います。 

 だから、株式会社お弁当の浜乃家に出向

いて調査するよりも、もっと現場の足元の

ところを見ておくことのほうが必要ある

んじゃないのかなというふうに思うわけ

なんです。随分前に、この中学校給食が始

まった直後ぐらいかな。その頃も第四中学

校は喫食率が低くて、やっぱり何でだろう

というふうに率直に思うわけですよ。 

 私、一般質問で言ったことがあったかも

しれないですけども、第四中学校の校門の

裏に２４時間営業のスーパーがあるじゃ

ないですか。そこのところで朝ちょっと子

どもが買っていったりするんじゃないか

なと思ったら、やっぱりパンを買って登校

してる、そういった姿も見受けました。本

当にに激安なスーパーですから、パンが１

００円以下で１食分、女子の生徒だったら

それで足りるのかな。 

 やっぱり栄養価としては足りないよな

と思いながら、そういう光景を目にしたん

ですけども、そのお弁当をきちっとやっぱ

り持ってこれる人、持ってこれない人、い

ろんなケース、またいろんな事情があると

思うので、そこら辺り、きちっと足元の子

どもの実態をつかんでいただくっていう

ふうなことで、この学校給食を通じて、こ

の事業を通じて、そういったことについて

も見ていっていただけたらなというふう

に思います。 

 それと、やっぱり将来的には抜本的に切

り替えていく方向で検討をお願いしてお

きたいというふうに思います。これも要望

としておきます。 

 次に、学校教育課に関わる部分は、もう

三つまとめてなんですけれども、やっぱり

教職員の多忙化解消というふうな課題、や

っぱり根本的には教職員の定数そのもの

をふやしていくことっていうようなこと

を求めていくこと必要だなというふうに

思ってます。 

 いろんなマンパワーで学習サポーター、

スクールサポーター、向上支援員、いろん

な形で学校のそういったところも支えて

もらってるっていうふうなことは理解し

ていますし、そこのところはそこで今手を

出さないといけないのかなというふうに

は思ってるんですけれども、しかしそれで

良しではないと思うので、国や大阪府に対

しての要望等をきっちりと上げていって

もらって、早急に解決できたらなというふ

うに思います。この点についても要望で終

わっておきたいと思います。 

 あと６番目の障害のあるお子さん、課題

のあるお子さんに対する就学時指導の関

係ですが、私が聞いたお母さんの声として

は、とりあえず普通教室のほうで支援学級
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に入って、後からやはり支援学校での支援

が必要だったら、そっちに移ればいいだろ

うということを、小学校に入る前はそうい

うふうに言われてるそうなんですけども、

実際に移ろうかなと思ったら、そうはなら

なかったというふうなことなんかがあっ

たりして、そこのところはやっぱり引っか

かるなというふうなことをおっしゃって

ました。 

 なかなか将来のことを、小学校に上がる

前からきちっと選択できるかっていった

ら難しい部分もあったりするし、大阪府の

ほうでも、支援学校のほうがもう手いっぱ

いなんだって言ってる、そこのところも分

かるので、そこのところは一人一人のケー

スに応じて丁寧に取り組んでいくことが

大事なのかなというふうに改めて思った

ところであります。 

 また、特別支援教育のそこのところの人

の確保や、また人材育成、そういったこと

も併せて、頑張ってやっていただいてるん

だろうと思うんですけれども、そこのとこ

ろと併せて、これもちょっと意見要望とし

て終わっておきたいと思います。 

 成人祭に関わる部分です。今回また年明

けに行われるわけですけれども、会場のほ

うは何とか入れるようになったというこ

とではあるけれども、やはり多くの方たち

が集まって、久しぶりに会う友達たちと交

流も深めたいというふうな、そういう場に

なろうかと思うんです。 

 コミュニティプラザでの青春フリータ

イムは、新型コロナウイルス感染対策とし

ては、式典が終わった後の入れ替えの部分

とかを、スムーズにやるのに工夫がいるん

じゃないのかなというふうには一つ思い

ました。二、三百人の方が入れ替えで、文

化ホール前にごった返すっていうのが例

年のそういう中でありますけれども、前半

の人たちは速やかにコミュニティプラザ

のほうに行くようにアナウンスがある中

で、文化ホールの混雑を緩和してるってい

うのが例年の状況かというようなことで

あれば、そこら辺りのちょっと工夫という

のは、やっぱり要るというふうに思います。

ぜひまたそういった課題も含めて考えて

おいてください。これは要望としておきた

いと思います。 

 あと公民館講座の部分なんですが、答弁

のところでは、その合同の講座は引き続き

ありますっていうふうなことではあった

けれども、なかなかその別府コミュニティ

センターの講座が従来の公民館と同じよ

うにやれてるかといったら、そうじゃない

っていうのは、その間にちょっと幾つかの

点で耳にはしております。会場の料金のこ

とがネックで解散してしまったグループ

があるっていうのもありましたし、今後の

教育委員会としての関わりっていうのも

一定考えないといけないんじゃないかな

というふうに思います。 

 別府コミュニティセンターまつりが、今

年は新型コロナウイルス感染症の関係で

中止になってるようですけれども、私も毎

回参加させてもらってるんですけれども、

その中で去年開かれた分では、たしか教育

委員会は出てなかったんじゃないのかな

というふうな、そういったこともちょっと

耳にしたので、やはりそれはちょっと残念

だなというふうに思わざるを得なくて、今

後その味生公民館のほうでも考えていか

れる課題と、これがやっぱり関係してくる

というふうに思うので、そこらの課題につ

いては引き続きちょっと掘り下げて検討

してもらえたらなというふうに思います。 

 あと最後１２番の児童虐待の問題に関
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わってです。これもやっぱり担当課、所管

のところだけで解決する問題ではないと

いうのは、今の答弁を聞いてても思いまし

た。横の連携なんかも広く取りながら、ど

うすればそこのところを解決できるのか

なというふうなことっていうのは、なかな

かその一朝一夕で言える問題ではないと

いうふうに思います。ただ、やっぱりこの

ことっていうのは、今本当に全体で取り組

まなければならない課題というようなこ

とでピックアップされていることだとい

うふうに思いますので、また家庭指導相談

課が中心になって、今開かれているキャン

ペーンも含めて、また全庁的に取り組んで

もらえたらと思います。 

 ちょっと中途半端になりましたけど、終

わっておきたいと思います。お願いします。 

○三好俊範委員長 答弁求めます。 

 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 そういたしまし

たら、私から学校給食に関わる質問につい

てご答弁いたします。 

 委託検証を年に何回も行わなければな

らない理由があるのかというお問いに対

してでございます。確かに委託検証、委託

検証会議という形式では小学校給食にお

いては年１回となっておりますけれども、

摂津市内の小学校ですので、違う形で、例

えば市の栄養士であったり、府の栄養士で

あったりとか、頻繁に学校のほうを訪れて、

その学校の状況を逐一チェックしておる

ところでございます。私どもといたしまし

ては、安全・安心な給食を提供する責務が

ございますので、中学校給食においても、

年に複数回の委託検証を行う必要がある

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。委託

検証の部分では、おっしゃるとおりきちっ

とやってもらうっていうようなことが大

事やというふうに思ってます。以前に委託

してた業者が撤退してしまうような、そん

な残念な事例もあったわけですから、そう

いった意味ではきちっとやっぱり行政と

しての目で、そこのところ大丈夫なのかと

いうようなことを、きちんと見ていっても

らうことが大事だというふうに思ってお

りますので、必要ないっていうようなこと

が言いたいわけではないので、そこら辺り

のところは酌みとっていただいて、またよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

○三好俊範委員長 弘委員の質問が終わ

りました。 

 暫時休憩します。 

（午後２時４７分 休憩） 

（午後３時１９分 再開） 

○三好俊範委員長 再開します。休憩前に

引き続き、質疑に入ります。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 本日の午前中のとこ

ろから、少しかぶるところもあるんですけ

れども、ちょっとそれを受けた形で聞くと

ころもございますけれども、よろしくお願

いしたいと思います。 

 まず、歳入につきましては１点だけお聞

かせいただきたいと思います。 

 小学校の給食費の収納率についてお聞

かせいただきたいと思います。ほぼ１０

０％に近い形でこの間の収納率は推移を

してるんじゃないのかなと思いますけれ

ども、しかし１００％でないのかなと。私

の予想でありますけれども、恐らく９９．

数％というところなのかなと思います。そ

の残り僅かの収納できていない方に対し
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まして、どのような形で令和元年度は交渉

といいますか、話合いをされてこられたの

か。まずその点についてお聞かせをいただ

きたいと思います。 

 それから、ちょっと学校給食に関連する

ことで、ら学校給食で出る残渣について、

それは以前から環境部門の皆さんにお力

を頂いて堆肥化をしてきたと、それが現在

はそれぞれの学校の校務員のご協力もい

ただいて、堆肥化をしてるのかなと思って

おりますけれども、その現状どの程度なの

か。令和元年度の実績についてお聞かせを

いただきたいなと思います。 

 それから、中学校給食なんですけれども、

こちらについては残ったものについては

業者が引き取るということが従前の答弁

であったのかなと、記憶をしております。 

 恐らくそれは続いてるのかなと思いま

すけれども、私はその残渣といったものを

本来出ないのが望ましいんですけども、も

し出てしまった場合には、やはり何らかの

形で有効活用をしていくということを考

えると、確かに業者に引き取っていただい

てどうなってるのか分からないとこがあ

るのかもしれませんけれども、やはりこち

らも校務員のお力も頂きながら、堆肥化で

あるとかいったことも、量が少ないからで

きないのかもしれませんけれども、検討し

てもいいのかなと思っておりますが、そこ

ら辺について令和元年度の取り組みにつ

いてお聞かせいただきたいなと思います。 

 続いて、歳出に移らせていただきます。 

 決算概要の８４ページ、保育所等入所事

務事業でございます。これは、本日の村上

委員の質問の中での保育士の確保におけ

るいろんな取り組みについてお聞かせを

いただきました。浅田課長からも答弁がご

ざいまして、摂津市の一員としての働くこ

とによるインセンティブを感じられるん

だというようなお話があったと思います

が、園といいますか、施設の規模によって

保育士が集まりやすい規模とそうじゃな

い規模があるとお聞きをしてるんです。比

較的規模の小さな保育所、保育園につきま

しては、容易にといいますか、保育士が割

と確保しやすいと。 

 しかし、一定規模以上になりますと、な

かなか確保できないという状況あるんだ

というふうにお聞きをしておりますけれ

ども、実際どうなのか、その辺についてお

聞かせいただきたいと思っておりますし、

本来保育士を確保していくというところ

は、何か経済的なインセンティブといった

ものも一つの方法であると思います。ただ、

しかし、それが本当の姿なのかなというと、

やはりやりがいであるとか、本来はそうい

ったところに何か心揺さぶるような取り

組みがあってもいいのかなと思っており

ますけれども、どのような取り組みがなさ

れてきたのかお聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、同ページなんですけれども、

ファミリーサポートセンター事業につい

ても、これは私も何度か取り上げて質問を

してまいりました。ご努力をいただきまし

て、会員そのものについてはふえていると。

特に、その依頼会員であったりとか、両方

会員がふえてるんですかね。しかし、課題

は援助会員をいかにふやしていきながら、

その件数をどうふやしていくのかという

ところが、今までも課題であったと認識を

しております。 

 やはり相当な予算をかけてこの取り組

みを行っておりますので、やはりしっかり

と利用者のニーズに応えていけるような

体制をつくっていかなくてはならないと
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考えておりますけれども、その点、令和元

年度のその取り組み、実績も含めましてお

聞かせをいただきたいなと思います。 

 それから、市立児童センター運営事業で

ございます。この点についても、何度かこ

の文教上下水道常任委員会の中でも取り

上げさせていただきました。 

 特に、あの第１児童センターを利用して

る子どもたちは、摂津小学校、三宅柳田小

学校、味舌小学校の児童がほとんどである

というようなお話があったんですけども、

同じような状況が続いてるのかなと思い

ますけれども、その点についてお聞かせい

ただきたいと思っておりますし、それを踏

まえて、安威川以南の児童センターのこと

については、いろいろ出てきたと思います

けれども、その点について、この改めて令

和元年度の実績を基に、今後の方向性をど

のように見出していかれるのか、お聞かせ

いただきたいなと思います。 

 それから、決算概要の８６ページですけ

れども、家庭児童相談事業について、この

中の親子教室についてを少しお聞かせを

いただきたいと思います。 

 これは、小さな子ども同士が触れ合って

いくと。それだけではなくて、そこで小さ

いお子様を持たれたその親御さん同士も

つながっていくとか。あるいは、その子ど

も同士が楽しく触れ合ってる姿をお父さ

ん、お母さんが目にすることによって、少

しなごみといいますか、そういった時間を

過ごしていただこうということもあるん

だろうと思っておりますけれども、改めて、

令和元年度、例えばリトミックであるとか、

いろんな取り組みをしていただいており

ますけれども、どのような効果であったの

かお聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、国際理解教育についてもお聞

かせをいただきたいと思います。これは、

国際化する中で多文化の共生といったこ

とも子どもたちが理解をしていくという

ことで、様々な取り組みもなされていると

考えておりますけれども、令和元年度どの

ような具体的な取り組みがあったのか。 

 そして、この国際理解教育の最終的な到

達点といいますか、目指すべきところはど

こにあるのかと、ちょっとその点について

もお聞かせをいただきたいなというふう

に思います。 

 それから、決算概要の１３８ページに移

りまして、スクールソーシャルワーカー等

活用事業でございます。この取り組みにつ

きましては、令和元年度より全ての中学校

で一人の配置ということになったのかな

と思っておりますけれども、その点の効果

について、どのように今評価されておられ

るのか、お聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 続きまして、学力向上の取り組みでござ

います。先ほどの村上委員の質問に対しま

して、課長が小学校１年生の段階で、もう

既に全国平均を下回っているというよう

な状況があるんだというようなお話があ

ったと思うんですよね。では、それを踏ま

えて、これから教育委員会として具体的に

どのように取り組んでいくのか。 

 特に、今まで就学前教育の手引きといっ

たものを使って、いろいろと教育委員会と

しても、保育所、保育園、幼稚園に協力も

いただきながら取り組みをしてきたと思

っております。その中で、改めて小学校１

年生の段階でも、もう既に学力で差が出て

きてるいという状況を考えたときに、今後

どのような取り組みが必要であると考え

ておられるのか、お聞きをしたいというふ

うに思っております。 
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 それと、私も令和元年度、いわゆる研究

授業を第五中学校で体験させていただき

ました。数学と国語と理科の授業を拝見さ

せていただきましたけれども、非常に子ど

もが積極的に教え合ったりとかいうよう

な姿も拝見できましたし、ほんとに工夫を

して取り組みをしていただいてるなと、そ

の点は改めて、実際に現場を見せていただ

いてよかったなと思ってるんですけれど

も、今までやはり積み上げてきた実績とい

いますか、私はしっかりしたものがあると

思っております。改めて、この事業の改善

という点において、今までの積み重ねにつ

いてどのように評価されておられるのか、

少しお聞かせをいただきたいなと思いま

す。 

 それから、決算概要の１５２ページでご

ざいます。青少年リーダー養成事業につい

て、この中で青少年リーダー養成事業運営

委託料というのが、執行率が低いように思

いますけれども、これはどういうことであ

ったのか、令和元年度の状況についてお聞

かせをいただきたいなと思います。 

 それから、これ以降はちょっと決算概要

のどこかとなかなか言いにくいので、少し

項目だけお話をさせていただきますと、先

生方に対します研修についてであります

とか、ちょっとお聞かせいただきたいと思

うんです。 

 というのは、あまり皆さんもう耳にした

くないと思っておりますけれども、令和元

年度は実際にこの摂津市の公立学校で勤

務をされておられる教職員のあり得ない

ような事態が発生をいたしまして、新聞に

も取り上げられたといったことがあった

と思います。 

 それを踏まえて、教育長もいろいろとメ

ッセージも出されたでしょうし、改めて教

鞭を取るということの意義についても、し

っかりと改めてお伝えいただいたと思っ

ておりますけれども、その教職員に対しま

す研修が、そういったことも踏まえてどの

ように行われていったのか、お聞きをした

いと思っておりますし、あわせて、特に教

職員の方で採用されて、すぐに辞めてしま

うような事例といったものも過去から指

摘がされておると思っております。そこと

密接に関係してるんですけれども、やはり

教職員のいわゆる採用の段階での倍率で

すね。そこも大切なんだというお話もお聞

きをしたことがございます。 

 ちょっと以前の話になりますけれども、

私が鳥飼北小学校のＰＴＡで本部役員を

してるときに、学校の先生方とお話をする

機会がございまして、そのときにやっぱり

採用の際に一定の倍率がないと、なかなか

思うような人材に学校で教鞭を取ってい

ただけないんだというようなお話がござ

いました。これはあくまでも参考でござい

ますので、分かる範囲で結構なので、現在

の教員ですね。摂津市内の小学校、中学校

で教鞭を取っておられる先生方の採用す

るその倍率ですね。一体どのような流れに

なるのか。その点もし分かればお聞かせを

いただきたいなというように思います。 

 それから、これは定例会の一般質問とも

関連するんですけれども、立志教育につい

てもお聞かせいただきたいと思っており

ます。 

 あのときに、例えば小学校での校区探検

であったりとか、あるいは中学校の職場体

験といったものを通じて、社会の現状を子

どもたちが体感していくというような取

り組みが紹介されていたと思うんですね。

確かにそれは、社会を知るという意味では、

大きな第一歩なのかなと思っております
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けれども、しかしそれを踏まえて、子ども

たちが、私は将来こういった役割で、こう

いった仕事で社会の役に立ちたいんだと、

志というところにまで至るには、それだけ

ではなくて、その後の相当な学校現場とし

ての努力が要るんだろうと思っておりま

すけれども、その点、もし、令和元年度で

こういったことありましたということが

あるならば、少しお聞かせをいただきたい

なと思います。 

 それから、今回から、有場課長に来てい

ただいておりますけれども、ちょっと出生

数についてもお聞きをしたいと思ってい

るんですよ。これは、直接、令和元年度の

実績ではありませんけれども、平成３０年

の１０月１日から、この令和元年の９月末

までの１年間の出生数は、たしか７００数

十名であったのかなと思います。ちょっと

調べさせていただきました。この数字はど

うなのかなと、ずっと追ってみますと、過

去と比べて、どちらかというと低調な数字

ではないのかなというように思っている

んですね。 

 この出生数といったものについて、改め

て見たときに、今まで摂津市が行ってきた

少子化対策であったりとか、あるいは子育

て支援といったものが、果たしてこの出生

数という数で実績として表れているのか、

どのようにお考えなのか、ちょっとご認識

をお聞かせいただきたいなと思います。 

 それからですね、あとの２点につきまし

ては、ちょっと令和元年度ならではの質問

をさせていただきたいと思っております。 

 まず、令和元年度は、私は例年と違うこ

とが２点あったと思っております。１点は、

もう皆様方もご承知のとおりに、新型コロ

ナウイルス感染症が年が明けて１月、２月

辺りから蔓延をしてきたと。そして小学生、

中学生が卒業式をするその直前に休業の

措置が取られるということになりました。 

 例えば、中学３年生の進路を考えたとき

に、私立の高校の入試はもう終わっていた

と思います。ただ、公立の入試に関しては、

休業になった後に入試があったと思うん

ですね。もうこれ実態から申し上げますと、

例えば学校だけではなくて学習塾に通っ

て入試に臨もうとしていた生徒は、やはり

それなりに落ち着いた雰囲気といいます

か、本来持っている力が出せたのではない

のかなと思いますが、学習塾に行っていな

いような生徒は、そういう状況になってし

まって、気持ち的にも不安ですし、本当に

本来の力を発揮できたのかなということ

を考えると、ちょっとそこら辺の実態につ

いても、これ感覚かもしれませんけれども、

つかんでいく必要があるのかなと思って

いるんです。 

 その点、これは令和元年度のその点の評

価についてもお聞かせいただきたいなと

思います。 

 それと、令和元年度は、新型コロナウイ

ルス感染症以上に大きな出来事がござい

まして、それは言わずとしれた５月の御代

替わりですよね。今の上皇陛下が譲位をさ

れまして、第１２６代の天皇陛下が即位を

なされました。それに伴いまして、いろい

ろな取り組みが、恐らく社会でもなされて

きたと思っているんです。 

 例えば、小学校における学習指導要領に

おきましては、６年生の社会の授業の中で、

こういった目標が書かれているんですよ。

天皇についての理解と敬愛の念を深める

ようにするということが実際に学習指導

要領にはうたわれているんです。実際、こ

の令和元年度、御代替わりがあった、その

ときに、子どもたちに、例えば天皇陛下の
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ことについて、何か特別教えてこられたの

か。 

 私は、必ず教えていくべきだと思ってい

るんですけれども、ちょっと意地悪い質問

かもしれませんけれど、少しご紹介いただ

きたいなと思います。 

 それとこの点については、是非、生涯学

習課のほうでもお聞きをしたいと思って

いるんですよ。この事務事業評価を事務報

告書、拝見をさせていただいて、コロナ禍

で代替わりであるとか、そういったところ

がなかなか感じられないんですよ。 

 しかし、実際に４月の段階では、国から

の通知で、国民全体で祝意を表すような通

知が出ているんですね。これを受けて、生

涯学習課としても、やはりそういった雰囲

気づくりというのは、私は取り組んでいか

なあかんと思っているんですけれども、実

際、そういったことを踏まえて、どのよう

な取り組みがなされたのかお聞かせをい

ただきたいなと思います。 

 １回目、以上で。 

○三好俊範委員長 では、答弁を求めます。 

 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 ただいまのご質

問のうち、教育政策課に係るご質問につい

てご答弁申し上げます。 

 まず１点目、小学校給食の収納率等につ

いてでございます。 

 小学校給食の収納率につきましては、令

和元年度で９９．６％となっておりまして、

委員がおっしゃられたとおり、ほぼ１０

０％というふうになっております。 

 ただ、その残りの０．４％の額は、滞納

というふうになっておりまして、単年度で

申し上げますと、６８万６１７円となって

おります。 

 滞納の収納徴収業務でございますけれ

ども、こちらに関しましては、主に学校事

務職員にお願いをしているところでござ

いまして、口座引落ができなかった方に対

する電話連絡、文書の送付等を行っていた

だいておりまして、多い学校ですと、学期

ごとに電話をしたりという学校もござい

ます。 

 続きまして、残渣について、校務員が堆

肥化しているけれどもというお問いに対

してでございます。 

 残渣につきましては、委員がご指摘のと

おり、給食調理員と校務員が共同作業とい

たしまして、堆肥化をしております。その

堆肥を利用いたしまして、各学校におきま

して、給食調理員が野菜を育てておりまし

て、この野菜を活用して食育活動を行って

いるところでございます。 

 続きまして、中学校給食の残渣について

でございますが、こちらは大きな数字とな

ってしまっておりまして、令和元年度で申

し上げますと、ご飯と副菜と汁物と三つの

種類で残渣の率を取っているんですけれ

ども、令和元年度でいいますと、ご飯が１

２．６％、副菜、おかずですけれども、お

かずが２１．３％、汁物が２１．８％、こ

ちらが残菜として残って廃棄をしてしま

っているという状況でございまして、こち

らに関しましては、教育委員会としても憂

いているところでございます。 

 こちらに関しても、堆肥化等はできない

かというお問いでございますけれども、そ

れに関しましては、委託業者の株式会社お

弁当の浜乃家と協議を図りまして、対応策

を練りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、保育所

の入所の承諾事業の部分でございます。 
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 保育士の確保というところで、先ほど委

員のご指摘がございました規模の大きさ

でどうなのかというところでございます。 

 おっしゃいますように、小さな園のほう

が集めやすいというか、応募者が多いとい

うのは聞いております。というのは、やは

り大きな園ですと、イベントが課題であっ

たり、保育ではない事務が非常に多いとい

うのは聞いております。特に、やはり小規

模保育事業なんかになると、イベントの数

も少ないということで、民間の事業者から

はかなり応募は来ているというふうには

聞いております。 

 もう１点、今、なかなか保育士確保が難

しい中で、金銭的なインセンティブを働か

せてということで、それだけではないもの

がやっぱり必要なのではないかというと

ころでございます。なかなか難しい状況で

はあるんですけれども、我々もやはり、先

ほどもございましたように、やっぱり保育

に向き合える時間を保育士が長く持てる

というのは重要なことなのかなと思って

おります。 

 これまでも、民間の事業者のほうには、

保育士の業務負担軽減のため、保育の支援

システムを導入するための補助を行って

いるところでございまして、民間園、大き

い園については、もうほぼ全園導入されて

いるのかなというふうに認識しておりま

す。 

 今後も他市でもいろいろな確保支援策

を取られておりますので、本市に合った保

育士確保というのを、保育連盟とも相談し

ながら検討していきたいというふうに考

えているところでございます。 

 次に、子ども教育に関わる点で、就学前

教育の取り組みというところでございま

す。現在、本市の中でも保育所も幼稚園も

民間の施設がかなり多くございまして、大

多数の子どもたちは、そういった民間園に

通っております。民間園では、それぞれの

教育の理念を持たれて、その方針に従って

教育されているというところでございま

す。この民間園を巻き込んだ取り組みでな

いと、効果はないというふうに考えており

ます。 

 やはり子どもの発達というのは、就学前

から小学校、中学校につながっていくとい

うものでございます。そういった縦の関係

というのが非常に重要なのかなというふ

うに考えておりまして、現在、就学前施設

の保育士であったり幼稚園教諭、それから

小学校の教諭、一斉に集まって、研修して、

その中でもいろんなグループワークを通

して意見交換をしてもらう、そのような研

修会のほうを実施しております。 

 こういった事業を引き続き継続してい

くということと、公立の施設については、

来年度から認定こども園化を進めていき

ます。その中で、現場の職員とも話し合い

ながら、本市の就学前教育をどうしていく

かというのを一緒に考えながら、公立の施

設が先頭になってパイロット的な役割と

なって、そのいい取り組みというのを民間

園に広げていけたらなというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 有場課長。 

○有場出産育児課長 決算概要の８４ペ

ージ、ファミリーサポートセンター運営事

業につきましては、今年度から出産育児課

で所管しておりますので、私のほうからお

答えいたします。 

 ファミリーサポートセンター運営事業

につきまして、その課題でございますが、

これにつきましては、従前より委員のほう
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からもご質問いただいているとおり、会員

の確保というところが、一番大きな課題で

あると考えております。 

 これに対しまして、令和元年度の取り組

みとしては、とにかくファミリーサポート

センターを知ってもらうということで、Ｐ

Ｒの強化に努めてまいりました。 

 具体的には、会員募集の説明会を年７回

ほどさせていただいております。また、チ

ラシをいろんなところにまいているんで

すけれども、特徴的なのは、保健福祉課の

保健師と連携しまして、母子手帳の折り込

み案内チラシをお配りしたりとか、保健福

祉課の地域福祉通信などに掲載するなど

して、ＰＲに努めてきたところでございま

す。 

 結果としましては、平成３０年度と比較

しますと、会員数につきましては、平成３

０年度、３２２人、令和元年度は３４８人

と微増ということでございます。ただ、活

動回数、マッチング回数ですけれども、こ

れが平成３０年度が３０９件、令和元年度、

２９４件と微減という形になっておりま

す。後半、若干、新型コロナウイルス感染

症の影響もあったかと思いますが、効果と

してはあまり出ていないのかなというと

ころでございます。 

 ファミリーサポートセンターにつきま

しては、社会福祉協議会に委託して、市と

いて事業を運営しているということでご

ざいますが、実際に活動される方に関しま

しては、ボランティアの方が中心になって

まいります。これは制度としては、市でや

っていますが、内容としては、共助の取り

組みということになりますので、基本的に、

その事業の性質ですね、他人の子どもをお

預かりする、あるいは他人に預けるという

ことが、やっぱりそこがかなり敷居が高い

のかなというふうに考えております。そこ

をどういうふうに安心してご利用いただ

けるかというところを今後考えてまいり

たいと思っております。 

 それと出生数に関するご質問でござい

ます。ご質問では１０月１日からというこ

とでしたけれども、私のほうで年度の出生

数を持っていますので、こちらのほうでご

説明させていただきたいなと思います。 

 令和元年度につきましては、確かに７６

５人となっております。対して平成３０年

度は８２２人、令和元年度についてはかな

り減少したということでございます。それ

以前に、平成２９年度は７９２人、平成２

８年度が７８６人、平成２７年度がまたふ

えていまして８６３人というふうになっ

ていまして、波があるような状況でござい

ます。 

 この理由としては、市内の大型マンショ

ン開発が影響しているものと考えており

ます。こういったことが、大きく影響して、

こういう数字の動きになっているのかな

と思いますが、つい最近、府のほうから資

料が届きまして、令和元年度の府内の出生

数につきまして、１，０００人当たり何人

出生しているかというデータが届いたん

ですけれども、摂津市は９．４人というこ

とで、この数字は、府内でトップでござい

ます。出生数自体が平成３０年度と比較し

て減ってはいますが、依然として高い数値

にございます。 

 やはり子育て世代に選んでもらえるま

ちになるには、まちぐるみのいろんな取り

組みが必要になってくるかとは思うんで

すけれども、結果だけ見ますと、我々の子

育て施策というのも少なからず影響して

いるものと考えております。 

 以上でございます。 



- 55 - 

 

○三好俊範委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 児童センター

の件でございます。 

 摂津小学校区にあります現在の第１児

童センターの利用者についてですけれど

も、令和元年度に使用証を交付した状況で

見ますと、８２７件となっておりまして、

そのうち半分が摂津小学校の児童となっ

ております。あわせて、近隣の味舌小学校、

三宅柳田小学校、この３校合わせまして、

全体の９４％を占めていると。この状況に

つきましては、過去からそう大きく変動が

ない状況が続いているところでございま

す。 

 第１児童センターの令和元年度の取り

組みとしましては、これまでも大阪人間科

学大学の保育学科の学生にも協力してい

ただきながら、いろいろと魅力ある事業の

取り組みもしてまいりました。今年度につ

きましては、大阪府を代表しまして、大型

児童館のビッグバンと研究開発に関わり

まして、全国の児童館に新たな遊びの発信

もしたところでございます。 

 それと現在、安威川以北に１か所という

ことで、移動児童館というものをやってお

りまして、今、別府のコミュニティセンタ

ーのほうでやっているんですけれども、そ

ちらのほうで乳幼児、親子向けの定例的に

教室といいますか遊びの場を提供してい

るんですけれども、そちらのほうもかなり

定着してきまして、毎回参加される利用者

がふえてきてくるなど定着している状況

でございます。 

 そういった状況にある中でございます

けれども、今後、児童センターの方向性と

いうところについてなんでございますけ

れども、令和２年度の当初ですね、市長の

施政運営方針の中でありました鳥飼保育

所及びとりかい幼稚園の園舎等につきま

しては、認定こども園化に伴う施設の建て

替えや多機能化を見据えて、今後の施設の

在り方について調査、検討していくという

言葉があったと思います。 

 それを受けて、令和２年度には、教育、

保育施設の再編整備検討業務委託もつい

ておるところでございまして、現在、その

中で関係課が集まって検討しているとこ

ろでございます。 

 鳥飼のまちづくりのプロジェクトチー

ムのほうとも方向性をすり合わせしなが

ら、協議をしている中でございまして、そ

ちらの鳥飼まちづくりの行っている地域

の方へのヒアリングの中でも、やはり児童

の居場所のニーズは高いというふうにも

聞いておりますので、やはりその辺も含み

ながら、今後、さらに関係課と協議を進め

てまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 木下部参事。 

○木下次世代育成部参事 そうしました

ら、決算概要の８６ページ、家庭児童相談

事業に係ります親子教室のことについて

ご答弁申し上げます。 

 本市におきましては、子育て支援の観点

から、親子で参加していただく事業を複数

実施してきております。身近な場所におい

て打ち解けた雰囲気で親子が参加し、互い

に悩みを打ち明けたり、また、保育士等が

必要に応じて支援を行うような事業とし

ては、地域子育て支援運営事業として、決

算概要８４ページのほうに記載をさせて

もらっております。 

 こちらにつきましては、令和２年度から

は出産育児課で所管をさせていただいて

おります。 

 それから、家庭児童相談課におきまして
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は、こちらの親子教室につきましては、児

童の発達もしくは保護者の児童への関わ

り方などに支援が必要であると思われる

世帯を対象として実施しております事業

で、毎週１回、親子に来ていただきまして、

小集団の遊びを通しまして、親子の様子を

観察して課題を把握、それからよりよい子

育てとなりますように発達面や子どもと

の関わり方の改善などを促してきており

ます。 

 こちらの事業につきましては、教室の運

営を社会福祉法人摂津宥和会に委託して

おりまして、第１児童センター、子育て総

合支援センター、児童発達支援センターの

３か所で実施をさせてもらっております。 

 令和元年度につきましては、３１組の親

子に通室をしていただいたところでござ

います。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育

課に関わります内容についてご答弁申し

上げます。 

 まず、国際理解教育に関してです。そち

らの目指すところは、国際理解教育に関し

ましては、児童・生徒がそれぞれの国や文

化、習慣などの「違いを豊かさ」として受

け止めて、互いに認め合う、共生社会を生

き抜く国際人としての資質を育むことを

目的としております。 

 今後も、外部講師等を活用しながら、多

文化共生社会を目指す教育を進めていき

たいというふうに考えております。 

 続きまして、研究授業に関わり授業改善

が進んでいたが、今までの積み重ねについ

てご答弁申し上げますが、これまでは、市

内各学校が、全校で研究授業とか公開授業

などが実施されていなかった状況があっ

たのですが、近年、全校で研究授業等、公

開授業等が行われるようになってきてい

ます。 

 そのこともあって、子どもも教員も他者

から見られることについては、随分慣れて

きたかなというふうに思っております。 

 また、学習指導要領等の改訂もございま

して、それに沿った授業改善が進んできて

おり、学力向上につながってきていると捉

えております。 

 続いて、コロナ禍の中学校３年生の進路

の状況についてご答弁申し上げます。 

 まず、通塾率については、教育委員会と

して、把握等できておりません。ただし、

中学校３年生の入学者選抜については、随

分子どもたちの不安は高かっただろうな

と捉えております。 

 進学結果としましては、令和元年度の進

学率は９７．５％、平成３０年度の進学率

が９６．３％でしたので、そこには大きな

違いはないかなと思っております。 

 この新型コロナウイルス感染症に関し

ては臨時休業等に関わり不安等もあると

思いますので、本年度も夏期講習も行いま

したけれども、子ども・保護者の不安がで

きるだけ少なくなりますように、教育委員

会として対応を考えていきたいと思いま

す。 

 続いて、天皇陛下の即位に関する内容に

ついてですが、こちらについては、小学校

では歴史に関わる内容とか、中学校３年生

では、公民の内容の中で取り上げている状

況になっております。 

 また、学校では、今回の天皇陛下が即位

されたことについて、また、元号が変わっ

たことについては、社会が大きな変化があ

ったということについて、子どもたちには

伝えております。 
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 以上です。 

○三好俊範委員長 武田参事。 

○武田学校教育課参事 令和元年度にお

けるスクールソーシャルワーカーの配置

の効果についてご答弁申し上げます。 

 スクールソーシャルワーカーは、暴力行

為、虐待等、子どもたちが抱える様々な課

題について福祉の視点から支援を行って

まいります。 

 中学校区に１名ずつ配置されました効

果といたしまして、３点申し上げます。 

 １点は、一人が一つの校区を担当するこ

とで、一つ一つのケースに以前よりも丁寧

に関わっていくことができるようになっ

たという点でございます。 

 ２点目ですが、これまでは他市と掛け持

ちをしているスクールソーシャルワーカ

ーもございました。すると、何か緊急の事

案があったときに、他市で活動しているた

めに、自分の学校で活動ができないという

ようなこともございました。しかし、スク

ールソーシャルワーカーは週４日一つの

校区に一人いるようになりましたので、何

か緊急の対応があったときでも、速やかに

対応するようなことができるようになっ

たという点でございます。 

 ３点目ですが、一つの校区に丁寧に関わ

ることで、地域との連携も進んでいくよう

になりました。令和元年度から地域のＪＯ

ＣＡという団体と連携して、「みんなの絵

画展」を実施しました。不登校の児童生徒

が積極的に絵画を発表する等の成果があ

りました。 

 以上でございます。 

 次に、立志教育についてご答弁申し上げ

ます。 

 学校の役割の一つに、「社会の一員とし

て活躍できる人材の育成」があると考えて

おります。特に中学校におきましては、中

学校義務教育終了後、社会で活躍できる人

材を育成するということを、一つ大きな役

割と捉えております。 

 その中で、働くことの意義を考えさせた

り、身近な人への職業・仕事についてのイ

ンタビュー、卒業式の取り組み等を通して、

義務教育終了後、社会に出て、どのように

活躍していけるかということを、子どもた

ちに考えさせる教育に体系的に取り組ん

でまいりました。 

 また、中学校の進路の担当者が、定期的

に集まり、それぞれの学校の好事例等を交

流して、各校に持ち帰って役立てる等の取

り組みを進めてまいりました。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 早川部参事。 

○早川教育総務部参事 青少年リーダー

の執行率の低下についてご答弁させてい

ただきます。 

 こちらにつきましては、夏にサマーキャ

ンプと冬にスキーのキャンプを行ってお

ります。小学生の高学年を対象に、３０人

の募集を行っております。 

 夏のサマーキャンプにつきましては、台

風の影響で２泊３日を１泊２日に変更し

ております。また、冬のスキーキャンプな

んですが、こちらにつきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の関係で中止となっ

ております。 

 以上の点から、執行率が低下となってお

ります。 

 次に、天皇陛下の即位についてでござい

ますが、こちらにつきましては、講座自体

は特に行ってはいないんですが、院政期の

寺社参拝と淀川ということで、熊野詣の話

を市民に講座としてさせていただいた経

過はございます。 
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 以上です。 

○三好俊範委員長 山根参事。 

○山根学校教育課参事 教員の研修につ

いてのご質問にお答えをいたします。 

 昨年度のような不祥事を生起させてし

まったことは重大なことと捉えておりま

す。事案の後、昨年度中に、私を含め指導

主事が全校を回りまして、不祥事防止研修

を持ちました。 

 一般的な防止研修は、こんなケースは不

祥事に当たるというようなことが主なの

ですが、先ほど委員におっしゃっていただ

きましたとおり、教鞭を執る意義、これを

改めて教員に認識させることが大事だと

考えました。 

 そこで、考えさせながら、振り返らせな

がら、教員というのは子どものよりよい未

来をつくるものなんだ、そのために必要な

のは、まず子ども、保護者、地域の方々の

信頼なんだということを考えさせながら

研修を持ちました。 

 今年度につきましては、昨年度、その研

修を受けていない新たな講師等に、同じよ

うな形で研修を持っております。 

 また、やはり教育委員会からだけではな

くて、実際に日々関わる校長であるとか教

頭からの指導も重要と考えておりますの

で、本年、各校での取り組み状況について、

聞き取りをしながら進めていただいてい

るところです。 

 また、求めに応じて、今年度、今までの

ところで１回ではあるのですが、私も講師

として伺って、話をするというような機会

も取っております。 

 定期的にこういった機会を取りながら、

引き続き教員に教鞭を執る意義とは何な

のかということをしっかりと伝えていき

たいと考えております。 

 もう１点、教員採用選考の倍率について

のご質問でございます。 

 本市に配置される教職員につきまして

は、大阪府での教員採用選考の結果、配置

されるものでございます。 

 大阪府の教員採用選考の倍率ですが、採

用数がふえた５年ほど前には、小学校で約

３倍、中学校で約４倍という倍率でしたが、

採用数が近年減っていることもございま

して、昨年度で小学校４．２倍、中学校が

５．９倍となっております。この数値は近

畿の都道府県を見ましても、大阪府が特別

低いというものでもございません。倍率に

ついては、そういった状況でございます。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 丁寧にご答弁いただ

きましてありがとうございました。できる

だけ２回目は要望にとどめていきたいな

と思っております。 

 まず、給食費のことなんですけれども、

９９．６％の収納率であったということで

すよね。しかし、残念ながら１００％では

ないと。そこらに対しまして、事務の職員

が月ごとに電話をされたりとかいろいろ

ご苦労されているんだなというように思

うんですね。 

 これは以前、ちょっと問題になりまして、

給食費を払っていない子どもに対して給

食を食べさせないでおこうとかいうよう

な取り組みがあったわけですよ。私はそれ

は行き過ぎているなということは感じて

おりましたし、そのことは摂津市ではやっ

ていないと思いますけれどもね。今後もそ

ういったことはやめていただきたいなと

は思っています。 

 ただ、やはり給食費については、お支払

いしていただくのが当然の話であって、そ
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こは本当に粘り強くというか、１００％収

納して当たり前なんだよというところを

しっかりと持って、かといって、事務の職

員に過度な負担がかからないように、また

努力もしていただきたいなと、要望として

申し上げておきたいと思います。 

 残渣の状況で、中学校に多いんだなとい

うことを、改めてお聞かせをいただきまし

て思いました。 

 ちょっと２回目もお聞きをしたいんで

すけれども、中学校の給食で残渣が多いこ

との理由ですよね。それについては、何か

聞き取り等はできているのか、ちょっとそ

れ大事なことだと思っておりますので、お

聞かせをいただきたいなというふうに思

います。 

 続きまして、保育士の確保のことなんで

すけれども、保育と向き合う時間を重視さ

れて、小規模のほうが保育以外の業務が少

なくて済むからということがあるんだろ

うというふうに思うんですよ。 

 ちょっと私も分からないですけれども、

大切なのは、職場の雰囲気なんだろうと思

うんですよ。どれだけ大変なのかというの

ももちろんありますし、自分がやりたい保

育の仕事以外の仕事がどれだけ多いのか

はもちろん大切なんでしょうけれども、や

っぱり人間関係を一番重視されるのじゃ

ないのかなというように思うんです。 

 となってくると、大規模な園であっても、

どういった職場なのかということについ

ても、やはりしっかりと皆さんにお知らせ

をしていくといったことが大切でしょう

し、また、今実際働いておられる方につい

ても、そういったことで選ばれるんですよ

ということについてもしっかりとお知ら

せしていくべきではないのかなというよ

うに思っていますので、今後、この保育士

の確保といった問題は、今だけじゃなくて、

これからの話でもありますので、是非今後

の推移を見守っていただいて、より大規模

な園にも保育士を希望される方がふえて

いくような取り組みを継続して見ていた

だきたいなと、要望として申し上げておき

たいと思います。 

 それから、ファミリーサポートセンター

の件なんですけれども、いろいろとご努力

をいただいているんだなということはよ

く分かりました。説明会も７回も開いてい

ただいたりとか、あるいはチラシも母子手

帳に挟んでというようなことがありまし

て、本当にいろいろ取り組みをしていただ

いている、そのかいあって、会員は微増し

ているんだけれども、残念ながら活動が微

減というのが、えらい皮肉な話やなと思い

ながら、お聞かせをいただきました。 

 今、課長がおっしゃったとおり、確かに

自分の子どもを人様のおうちで見ていた

だくというのは、抵抗感があることは、よ

く分かるんですよ。そうしたら、今後、ど

うしていくのかということを考えていく

と、よく言われるのは、摂津市は市内の至

るところに集会所があるわけじゃないで

すか。集会所というのは、地域の中にあっ

て、完全にオープンな場でないかもしれな

いけれども、しかし個人の家に預けるのと

は違った公共性というのも一定持ち合わ

せたところなんだと思っているんです。 

 そういったところに、例えば一定の援助

会員に集まっていただいて、子どもを見と

くようなことも、私は将来的な可能性とし

てあるんじゃないかなというように思っ

てますので、是非その点、個人のおうちに

預けることに抵抗感があるんであれば、ど

ういった形でそこは取り除けるのか。もし

ファミリーサポートセンターも現状でい
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いんだというのであれば、そうしたら本来、

必要としている皆様方に、どういった形で

応えられるのかといったところが大切な

んだと思っているんですよ。 

 これはかつて民生常任委員会の所管だ

ったときに、私はこのファミリーサポート

センターについて、利用者の立場からの声

も頂きました。例えば、ファミリーサポー

トセンターを使いたいときというのは、仮

に子どもが二人おって、一人の子どもが熱

を出してしまったとき、もう一人の子ども

を幼稚園に連れて行かなあかんのやけれ

ども、急にそんなことが起きるわけじゃな

いですか。そういったところになかなか対

応できないというところがネックで、この

取り組みは進んでいかないのではないか

というようなお話もお聞かせいただいた

ことがあったんですよね。 

 そこら辺については、援助会員の負担が

あまりにも大きいのでマッチングもでき

ないということで、今まで実施できなかっ

たかなと思っていますけれども、是非そう

いったことも、いろいろと研究をしていた

だいて、私は集会所を使うといったことも、

今後、検討していただくと、また新たな可

能性が見えるんじゃないかなと思ってお

りますので、この点についても、さらに研

究調査を進めていただきたいなと、要望と

して申し上げておきたいと思います。 

 それから、児童センターの件なんですけ

れども、やはり利用されている児童は、こ

の３校に集中しているという状況は変わ

らないのかなと思うんですね。今度、鳥飼

のこども園化を踏まえて、どうしていくの

か検討していくということでございます。 

 私はお願いをしておきたいのは、これ文

教上下水道常任委員会の中でも以前申し

上げましたけれども、子どもたちが放課後

にどのような感じで過ごしているのかと

いうことについて、ぜひ研究をしていただ

きたいと思っているんです。 

 例えば、学童保育室に行く子どももいて

るでしょうし、あるいは、これは毎日では

ありませんけれども、わくわく広場に通う

子どももいるでしょうし、あるいは一度、

家に帰った後に、もう一度学校の校庭で遊

ぶ子どもであったり、それから比較的広い

都市公園があるようなところでは、そうい

ったところで遊んでいる子どももいると

思うんですけれども、是非そういった感じ

で、子どもが放課後にどういった過ごし方

をしているのかということについても、ま

た、引き続き調査をしていただいて、本当

にこの児童センターの必要性についても、

みんなが納得できるようなものをしっか

りとお示しいただきたいなと思っており

ますので、是非この点についてお願いをし

ておきたいと思います。 

 それから、ちょっと親子教室と就学前教

育のことをちょっと併せてお聞きをした

いと思っているんですけれども。 

 私は、大切なのは、いずれ生まれてきた

子どもは小学校１年生として義務教育を

受けに学校に通うことになるわけですよ。

その際に、最低限これだけの能力と言うか、

こういったことだけできるようにしてお

いてほしいんだという基準があるのでは

ないかなと思っているんですよ。 

 例えばそれは、またこれから小学校１年

生で、平仮名であるとか文字を習っていく

としても、自分の名前の字を見たときには、

これは自分の名前なんだなといったこと

が分かるとか、あるいは数字についても、

小学校１年生で習っていくにしても、例え

ば１年２組とか、そういったものを見たと

きには、ああ、僕はここのクラスなんだな
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と分かるとか、あるいは右と左が分かると

か、そういったところが必ずこの辺りはク

リアしてほしいんだというような、実際に

小学校１年生で、学校での授業が始まって

いくときに、必要な下地といったものはあ

るのではないかなと思っているんですね。 

 そういった観点から、摂津市共通の何か

バイブルじゃないですけれど、そういった

基準はつくれないかなと。 

 就学前のしおりというのに、そういった

ことを私は期待しておったんですけれど

も、なかなかそこまでは踏み込めていない

のが現状じゃないのかなというように思

っているです。もっともっと実際に学校の

現場で働いておられる先生方の感覚で、小

学校１年生に上がってくる段階で、これだ

けのことはできるようにしといてほしい、

そういったものをつくっていくというこ

とは、非常に大切なことなんだろうという

ように思っているんです。 

 この点は、教育長にお聞きをしたいんで

すけれども、そのことを考えると、今、学

校現場で働いておられる先生方が教育委

員会に来られて、学校教育の担当になると

いうことは実際にございますし、実際に今

そうやって就任していただいていますよ

ね。 

 私は、この教育委員会の中で、次世代育

成部ができて、生まれたときから１５歳、

卒業するまでを縦断的に見ていこうとい

うことを考えたときに、例えば学校現場で

教鞭を執っておられた先生方が、一度現場

を離れて、教育委員会に来られて、就学前

の教育に関われるところで、ちょっと力を

発揮していただく。そうすると、今までの

学校現場で教鞭を執っていた経験からし

て、就学前に何を期待するのか、そこが上

手に連携できるのではないかなと。 

 また、そうやって就学前のところで担当

していただいた方が、こういう感じで就学

前で保育、あるいは幼児教育を受けてきて、

学校に上がってきているんかなというこ

とが分かると、また現場に帰ったときに、

新たな効果が期待できるのではないかな

と思うんですよ。そこが、この新たな教育

委員会の体制の強みではないのかなと思

うんです。 

 そういったいわゆる人事施策を、そうい

うことができないのか、ちょっと教育長と

してのお話をお聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、国際理解教育なんですけれど

も、互いに認め合うと、国際人としての資

質を養っていくということなんですけれ

どもね。私は互いに認め合っていくという

こと、その前提には、まずは自分たちの国

を知るというところが欠かせないと思っ

ているんですね。 

 これは実際にイギリスに留学をした経

験のある人からお聞きしたことがあるん

ですけれども、やはりイギリスに留学する

ということで、イギリスの歴史であるとか

偉人のことを物すごく調べて留学へ行っ

たらしいんですよ。留学してホームステイ

しましたと。ホームステイ先でお話をされ

ると、必ず、じゃ日本はどうなのというこ

とを聞かれるそうなんですよ。そのときに、

改めて、ああ、私は本当にこの国のこと知

らんのやなと、向こうの国のことは調べて

いるつもりだったけれども、自分の祖国で

ある日本のことは全く分かってないとい

うことが本当に痛感して愕然として帰っ

てきたというようなお話を聞いたことあ

るんですよね。 

 それはそうやと思うんですよ。例えば、

私がアメリカ人と話をすると、アメリカの
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ことも聞きたいですよ。当たり前だと思う

んですよ。その上で、お互いのことを知り

合うと、認め合うということが真の国際理

解ではないのかなと思っていまして、是非

そういったことを国際理解協力の、ある意

味到達点というか大きな目標に据えるべ

きじゃないのかなと思っていますが、もう

一度その点についてお聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、スクールソーシャルワーカー

につきましては、その効果について３点お

聞かせいただきましてありがとうござい

ます。これは非常に大きな効果があるんだ

なということで感じましたので、もしこれ

がさらに人数的なものについても拡充を

していくことが必要であるならば、しっか

りと今までの実績も踏まえた中で予算要

求もしていただきたいなと、この点につい

ては要望としてさせていただきたいと思

います。 

 それと、学力の問題で、今まで積み上げ

てこられた実績のことなんですけれども、

私は実際に第五中学校の研究授業を拝見

させていただいて、本当によく頑張ってい

ただいているなということがよく分かり

ました。 

 また、しっかりとその点については、自

信を持って、今後さらに取り組みをしてい

ただきたいなというように思っておりま

すし、先ほど申し上げた、やはり小学校１

年生の段階で全国平均を下回っていると

いうことは、これは今後の９年間の義務教

育を考えると非常に難しい問題なんだろ

うと思っておりますので、是非先ほど申し

上げたような就学前での勉強をより深め

ていただいて、学力向上にお努めいただき

たいなと、要望として申し上げておきたい

と思います。 

 それから、青少年リーダーの件について

は、ご答弁いただきまして、よく分かりま

した。この点は結構です。ありがとうござ

いました。 

 あと、研修の件なんですけれども、いろ

いろと令和元年度の実際起きたことも踏

まえて、教鞭を執る意味ということについ

て研修をしていただいているということ

で、その点は評価をさせていただきたいと

思っているんですけれども、私が一番大切

なのは、なぜその人が教員になったのか、

その原点ではないのかなと思っているん

ですよ。 

 それは実際に熱い思いに駆られて教鞭

に就いた。そうすると、いろんなことがあ

るわけですよね。保護者対応でも大変です

し、心が折れそうになることたくさんある

と思うんですよ。そのときに、踏みとどま

ることができるのは、やっぱり原点やと思

うんですよね。きっかけと思うんですよ。

なぜ教師になったのか、目指したのか、そ

の原点は、やはり忘れてしまうんですよね、

実際働いているうちに。そういったところ

を、いつも思い出せるような、こういった

取り組みをしていただくのが、私は本当の

意味で研修になっていくのではないかな

と。あとの、例えばこういうことをすると

不祥事ですよとか、そこらのテクニカル的

なところであって、そこはしっかりと継続

をしていただきたいですけれども。 

 先ほど申し上げました、やはり原点です

よね。それぞれの先生方が常に、何かあっ

たときに、そこで踏みとどまることができ

るような、是非そういった研修といいます

か、教育委員会としての在り方をこれから

も模索をしてだきたいなと。この点も要望

として申し上げておきます。 

 また、倍率についても、よく分かりまし
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た。この点は安心をいたしました。ありが

とうございます。 

 立志教育なんですけれども、これを私が

言い出したのは、実はきっかけがございま

して、これは個人的な話になるんですけれ

ども、私の娘が小学校、たしか３年生か４

年生ぐらいのときに、自分の将来の夢が見

つかったという話になったんですよ。何な

のって聞いたら、政治家になるって言い出

したんですね。議員になると。ちょっとこ

れはただごとじゃないなと思いまして、何

でなんやって聞いたんですね。すると、う

ちの娘が、ＪＲの駅を使っているときに、

車椅子の方が長い時間エレベーターが来

るのを待っていたと。ちょうど寒いときだ

ったらしくて、気の毒だったと。だからそ

ういった困っている人を助けてあげたい

と。そういったことがあって、私は政治家

になるというような話を聞いたんですね。 

 なるほどなと。それはそれで一つ尊い話

だなと思ったんですけれども、そこで私は

娘に返したのは、世の中には、それは困っ

ている人もいると、でももっと困っている

人がいるんかもしれないよと。いろんなこ

とを見て、本当に困っているなと、だから

助けたいなと思うんであれば、そこを目指

すべきやと。その問題を解決するに当たっ

て、政治の世界しかないんであれば、政治

家を目指したらいいのではないかと。もし

エレベーターの問題であれば、政治家にな

るよりもエレベーターのメーカーに就職

したほうがいいかもしれません。そういう

話もさせていただきました。 

 だから、まずは社会を知ろう、で、今経

験したことを解決していくには、どんな道

があるのかと。そういったとこをしっかり

と子どもたちが我が事として捉えていけ

るような、是非そういった立志教育をして

いただきたいと思っておりますし、それを

一つの形として、一般質問でも申し上げま

したけれども、立志式という形で、私はこ

ういった仕事で社会に貢献するんだとい

うことを、中学生の多感な時期にみんなの

前で発表していく。あわせて、保護者から

も、子どもに対してメッセージをもらって

いく。そういったことは、私は非常に大き

な取り組みになっていくと思っておりま

すし、そのことによって、学力の問題でも、

やはり一定の効果があるんだろうという

ように思っておりますので、是非今後、こ

の立志教育ということについては、今まで

以上に充実した取り組みを期待をしてお

りますし、この点については、今後もまた

質問をさせていただきたいと思っており

ます。今回は要望とさせていただきたいと

思います。 

 それから、出生数の件なんですけれども、

私もいろいろ調べてみたんですね。１０数

年にわたって調べてみました。そうしたら、

９００名以上が生まれている年があった

んですよね。それは人口がどうやったかと

見ていますと、摂津市の人口が一番少ない

ときやったんですよ。摂津市は、当時、僕

が議員になったときは、８万５，０００人

を切るかもしれないというような状況で、

その後、たしか平成２０年前半辺りで、８

万２，０００人ぐらいに減ったんですよね。

それから南千里丘の開発が進められて、８

万６０００人に迫るような人数になって

きて、人口としては、一度減ってふえてき

ているんですよね。 

 じゃ、出生数もそうなのかなと思って見

ていくと、一番少ないときにどんとふえて

いる。ある程度人口がふえている今は、波

はあるとはいえ、やっぱり少ないというよ

うな状況があるんだと思うんです。 
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 確かに大阪府内で１番なのかもしれま

せんけれども、よく市長もおっしゃるよう

に、摂津市は小さくともキラリと光るよう

なまちにしていくんだと。そうしたら、そ

のときに、摂津市の人口の規模であります

けれども、そういったキラリと光るまちに

なっていこうと考えると、まさにこの少子

化というのは、日本全体の大きな大きな課

題でしょう。そういったところに、何か先

進的な取り組みで一石を投じるような取

り組みが要るんじゃないかなと。それが小

さなまちの大きな野望となるんじゃない

かなと。 

 是非そういった大きな野望を持ってい

ただいて、この出生数については、今、府

内で一番、１，０００人あたり９．４人の

出生です。一番高いというところで満足す

ることなく、貪欲にこの取り組みを進めて

いただいて、全国から摂津市の取り組みを

まねしていただけるような、是非そういっ

たところを、私は有場課長に期待をしてお

りますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。これは要望で結構です。 

 それと、公立の入試の件は、理解をいた

しましたけれども、もし私が去年の中学３

年生で塾に通ってなかったら、相当に不安

やったろうなと思うんですよ。まだ塾に通

っておれば、そちらで指導もしていただけ

るのかなとかいろいろ考えるんですけれ

どもね。 

 そういうことを考えると、今、タブレッ

トを子どもに配って、いわゆるウェブを使

った授業についても、より拡充しよという

方向で動いていただいていますよね。これ

を是非、そういったところでも使っていた

だけるように、取り組みを進めていただき

たいと考えておりますし、学校というのは、

子どもたちにとっての心のよりどころだ

と思っておりますので、是非、子どもたち

が頼れるような学校運営をまた引き続き

取り組んでいただきたいなと。よろしくお

願いいたします。要望で結構です。 

 最後に、御代替わりの件なんですけれど

も、ちょっとやっぱり非常に私は残念だな

と、今、思っているんです。というのは、

まず学校の取り組みでいいますと、先ほど

申し上げましたけれど、天皇についての理

解と敬愛の念を深めるようにするという

ところが目的なんですよ。そうしたら、例

えば天皇陛下の国事行為なんかについて、

学校の授業で教えていただくだけで、理解

がつながるかもしれないけれど、きれいに

つながるのかといったら、そうじゃないと

思うんですよね。 

 例えば、東日本大震災の際に、多くの

方々が被災をされた。そこに、当時の天皇

陛下と皇后陛下がお伺いをされて、多くの

方が涙を流されたわけですよね。そういっ

たところで、国民と寄り添うようなお姿と

いうのは、私はすばらしいものがあると考

えております。じゃ天皇陛下が皇居の中で

何をされておられるのか、国事行為だけで

も大変なことなんですけれども、天皇陛下

は、国民だけではなくて、世界の平和を祈

っていただいているわけですよ。そして基

本的な人権が全くないんですよね。そうい

う本当に制限された中で、まさに平和とい

うか安寧だけを祈っておられる存在であ

るというところが本当にすばらしいこと

だと思っております。 

 是非そういったことも含めて、より理解

と敬愛の念が深められるような取り組み

をしていただきたいなと。これは私の思い

だけではなくて、実際に学習指導要領の中

にもこういう文言があるわけでございま

すので、是非今後の授業の中でも研究して
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いただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 それから、生涯学習課の件は、熊野詣と

いうようなお話をしていただきましたけ

れども、御代替わりになって、元号が変わ

りましたよね。今、私たちは令和の世の中

で生活をしているわけですよ。この令和と

いう元号に込められた思いということに

ついては、いろんな方々が発信をされてお

られる。美しい心でみんなが心を一つに寄

せ合っている様子をイメージをした元号

なんだよということは言われているわけ

ですよね。 

 そうしたら、この令和の元号に込められ

た思いというところは、摂津市のまちづく

りの理念と一致しませんか。協働という理

念でしょう、摂津市は。協働というのは、

みんなが立場を超えて、心を一つにして協

力していこう、これが協働でしょう。令和

と一致するじゃないですか。 

 しかも令和というのは、万葉集から採ら

れたものなんですよね。今までは中国の古

典から採られたものであったけど、初めて

国書の中から採用された。そうしたら、万

葉集ってどういうものなのと。 

 事務報告書を拝見しておりますと、江戸

時代の俳人についてというような講義は

あるんですけれども、であるならば、万葉

集についてもやるべきでしょうと私は思

うんですよ。特に令和元年度、本当に御代

替わりと、大きな大きな節目があったとい

うことを考えると、私はそういったところ

に発想を飛ばして、生涯学習課としても取

り組みをしていただきたいと思っている

んですが、ちょっとその点について、教育

次長はどのようにお考えなのか、ちょっと

お聞きしたいと思います。 

 ２回目、以上で。 

○三好俊範委員長 以上、４点について答

弁を求めます。 

 坂本参事。 

○坂本教育政策課参事 中学校給食につ

いてのお尋ねに対してご答弁申し上げま

す。 

 中学校給食について、残渣が多い理由は

何かというお問いでございますけれども、

これにつきましては、それぞれ理由がある

というふうに考えておりまして、先ほどご

飯、副菜、汁物、それぞれの残渣について

お伝えいたしましたけれども、まずご飯に

ついてですけれども、こちらに関しまして

は、量が男子生徒にとっては少なく、そし

て女子生徒にとっては少し多いという声

を聞いております。他市におきましては、

ご飯の量につきまして、調整をした発注が

できる市もあるというふうに聞いており

ますので、本市におきましても、委託業者

と検討をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、副菜、おかずに関してでございま

すけれども、こちらの大きな理由としまし

ては、好き嫌いでございます。これについ

ては、好きなものばかり食べるということ

で、偏った食事がどれほど栄養価が不足す

るのかというところを生徒たちに伝えて

いきたいというふうに考えております。 

 最後、汁物についてでございます。こち

らは、生徒に聞きますと、牛乳と汁物二つ

は要らないという声が少なからずござい

ました。これにつきましては、汁物の量を、

栄養価を保ちながら、若干減らすなどの対

応を取ってまいりたいというふうに考え

ています。 

 以上でございます。 

○三好俊範委員長 河平課長。 

○河平学校教育課長 それでは、学校教育
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課に関わる内容についてご答弁申し上げ

ます。 

 国際理解についてですが、こちらの内容

については、先ほど委員がお話ししていた

だいたように、まず、他国を知り、「違い

を豊かさ」にしていくためには、また国際

人としての資質、能力を育むためには、ま

ず、自国のことをしっかり学び知っていく

ことが必要であると捉えております。 

 まず、そのためには、自国の歴史を学ぶ

ことについてや、また、国旗、国歌等の学

習についても学習指導要領に沿いしっか

りと学習していくように、各校に指導をし

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 北野教育次長。 

○北野教育次長 天皇陛下への理解と敬

愛の念についてご質問でございました。学

校教育で生涯学習に当たってというお話

でした。 

 改元があり、宮中でのいろんな即位にま

つわる儀式がテレビ中継がされてました

よね。私も家族も同様に、テレビ中継を見

入っておりました。 

 こんな中で、様々な方が皇室に対し非常

に興味をお持ちになったり、今おっしゃっ

たように、これまでの日本における災害に

おいて、これだけ国民に寄り添った形で心

のよりどころになられた、非常に尊いお方

であるという意識は国民全般に浸透して

いるんではないかと私は思っているとこ

ろでございます。 

 先ほど、生涯学習課長も答弁申し上げま

したが、生涯学習課としましては、日本の

伝統文化をより多くの市民に知っていた

だくために、現在、市史を編さんいたして

おります。先ほどの熊野詣の話も、摂津市

は淀川という母なる川がございまして、こ

れは古代、中世、交通の要所となったもの

でございます。 

 このような市史での題材であるとか、令

和の起源である万葉集、このことも踏まえ

ながら、生涯学習課としてしっかり関わっ

て公民館の講座であるとか、生涯学習大学

であるとか、様々な形でこのことに関して

市民に伝えてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○三好俊範委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 就学前教育と学校教育

のつながりというところですけれども、私、

教育長でこちらに来させていただいて、

小・中学校の校長並びに保育所、幼稚園の

園長、所長先生と個別に話をする機会を設

けています。 

 実は、摂津市の子どもたちが小学校の低

学年から全国平均を下回るというのは、最

近に始まったことではなくて、これはずっ

と大きな課題として残っておりました。 

 そのときに、私も、やっぱり就学前教育

で一定のやはり力をつけてもらう必要が

あるだろうと思って、保育所の所長、幼稚

園の園長に話をしました。そうしたら、や

っぱり幼稚園と保育所は、やっぱり根本的

に違うんですね、考え方が。幼稚園はやっ

ぱり教育なんです。そして保育所はやっぱ

り保育なんですね。だから幼稚園の園長先

生方は、一定ご理解もいただるんですけど、

やっぱり保育所の所長は、そんなことより

も保育なんですね。 

 ただ、決してそれは間違っているんじゃ

なくて、保育所でもいろいろな遊びの中で、

友達とのコミュニケーション力であると

か忍耐力であるとか、あるいは集中力、そ

ういったものを養っていただいているの

で、それは人間の土台となる将来的な学力

の基になるものだと私は思いますけれど
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も、やっぱり、今、摂津市の子どもたちに

はそれらだけじゃなくて、やっぱり具体的

に、例えば平仮名とかある程度の計算とか、

そういったものもやっていただけないの

かなというふうには思っています。 

 今回、今までも実はずっと就学前と、保

幼小の連携ということで様々な取り組み

もしています。教職員の研修なんかも一緒

にして、延べ２１３名が受講もしてくれて

いますけれども、やっぱりもっと小学校の

先生と保育所、幼稚園の先生が一緒になっ

て、摂津市の子どもたち、まず就学前から

小学校へ上がるときにどんな力が必要な

のか、どういうものをやったらつけられる

のかというのをしっかりと話し合ってほ

しいなと思ってまして、それで、今度摂津

市は全ての公立をこども園にします。そう

いうことで、幼稚園と保育所が一緒になり

ますので、それを一つのきっかけとして、

小学校とこども園とで話をしていただい

て、そういった集中力であるとか忍耐力で

あるとかコミュニケーション力にプラス

して、何か摂津市の子どもたちのためにつ

けられる力はないのかというのを検討し

て、そしてやっていきたいなというふうに

思っています。 

 人事の指導主事のお話なんかは、もうい

つでもできる話ですので、指導主事として、

教育委員会に来てもらった先生、今、若い

先生で指導主事になってもらう人が多い

ので、そのままずっと教育委員会にいると

長過ぎますので、一度また現場にも戻って

いただくということも必要になりますか

ら、そういうことも活用しながら、しっか

りと就学前教育と小学校との連携に努め

ていきたいというふうに思います。 

○三好俊範委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 最後、要望にさせてい

ただきますけれども、中学校給食の残渣の

件ですよ。その原因も調べていただいてい

るわけですよね。そこはいろいろとまた工

夫をしてやっていただきたいと思ってい

るんですけれども。 

 私は、中学校給食のことについては、今

までは、弁当派やったんですね。それは市

長もおっしゃっておられるように、中学生

という非常に多感な時期にお弁当を持っ

ていくということの教育的な意義、親と子

の絆というか、つながりということを考え

ると、その効果は非常に大きいと私も思っ

ているんです。そこは市長と全く変わらな

いんですよ。 

 ただ一方で、いろんな自治体がどんどん

と給食を始めているという状況を理解は

しています。ですので、これはさきの代表

質問でも申し上げたんですけれども、仮に

中学校で給食を進めていくとしても、平日

の月曜日から金曜日全てを給食にしてし

まうんじゃなくて、どこか１日でも弁当を

持って行くような取り組みというか、そう

いったことは残していただきたいという

ことは申し上げたはずなんですね。 

 今後どうなっていくか分かりませんけ

れども、もしこの残渣の状況があるとする

ならば、なかなか私も首を縦に振れないな

ということがあります。今までは、教育は

知育、徳育、体育と言われてきましたけれ

ども、何か以前から食育もその中に含まれ

ているような意見もよく聞きます。確かに

食育って非常に大切なんですけれども、ま

さにその土台だなと、給食は残さないなん

ていうのはね。 

 小学校の給食の状況も以前指摘したこ

とがあったんですけれども、例えばパンな

んかについては、丸々食べずに捨てるよう

なことがあるんですよね。私たちが子ども
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のときは、まだ米飯給食が始まってません

でして、全てパンやったんですよ。そのパ

ンを残した子は、家に持って帰っていって

もいいと。私なんか持って帰っていって、

私の祖母がレンジで焼いて、学校のパンは

おいしいなと言って食べていたのをよく

覚えているんですけれども。それ、今、で

きないそうですよね。そうしたら、少なく

とも学級であるか、あるいは学校の中で、

全て消費できるような取り組みは大切な

んだろうなと。 

 そのことを前提として、小学校でも中学

校でも、そのことはしっかりと実行してい

ただくということが前提で、もし中学校の

給食化について話を進めていくんであれ

ば進めていっていただきたいと。 

 ただ、何度も言いますけれども、今まで

お弁当といったものが果たしてきた役割、

教育的な効果といったこともしっかりと

踏まえた中で、よりよい摂津市としての方

向性を見出していただきたいなというよ

うに思っております。これは将来に向けて、

是非、要望として申し上げておきたいと思

います。 

 それから、国際理解教育については、ま

た再び課長から答弁いただきまして、言わ

んとしていることはよく理解していただ

いていると思うんですよね。ですので、そ

ういったことを踏まえて、これから子ども

たちは、我々のときよりも国際化された多

文化共生の中で生きていくわけでありま

すので、一方で、我が国がどういう国なん

だといったこと、あるいは我が国の風習や

文化であるといったことも、やはり改めて

子どもたちが自然と身につけていくとい

ったことは、それこそ真の国際人であると

考えておりますので、ぜひ国際理解教育の

中でも、そういった要素を含めていただい

て、取り組んでいただきたいなと思います。

よろしくお願いいたします。 

 それから、教育次長から答弁いただきま

してね、私はこの令和元年度といったこと

は、最大の出来事だったと思っているんで

す。この御代替わりが。この令和元年度に

学校においても、あるいは生涯学習として

も、あまりそのことがニュアンスとして感

じられないといったことが非常に残念な

んですよね。 

 私の言わんとしていることはよく分か

っていただいていると思いますので、今後、

子どもたちに対してもそうですし、市民向

けにも、やはりこういったことの大切さに

ついて、より感じていただけるような取り

組みを期待しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 それから、最後に教育長からご答弁いた

だきまして、私はやはり今のこども園化を

見て、一つのきっかけとして、就学前教育

といわゆる義務教育との接続ですよね。い

かにスムーズにしていくのかといったと

きに、分かりやすい指標があるかどうかと

いうのが非常に大切なんだと思っている

んですよ。それが分かりやすいものであれ

ば、協力も得やすいでしょうし、そのため

に実際に、今、学校現場で働いておられる

皆様方の目も入れていただいて、就学前教

育でこういったものがあったらいいなと

いうバイブルみたいなものを、みんなが分

かりやすいものを是非つくっていただい

て、そのことによって、スムーズな就学前

教育と義務教育の接続をしていただいて、

より子どもたちの学力の向上にも取り組

んでいただきたいなと要望として申し上

げて、終わらせていただきます。 

○三好俊範委員長 嶋野委員の質問が終

わりました。 
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 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

いたします。 

（午後４時４７分 散会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 文教上下水道常任委員長 三好 俊範 
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